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第１章 小中学生アンケート調査結果 

I. 調査の概要 

１. 調査の目的 

本調査は、小中学生を取り巻く環境や学習環境の実態把握を行うためアンケート調査を行い、

こどもの意見を反映した事業実施や事業計画における目標を設定するうえでの基礎資料とする

ものです。 

 

２. 調査対象 

市内小中学校に通う市内の小学 5年生、中学 2年生の児童生徒全員 

 

 

３. 調査期間 

令和７年９月１日から令和７年９月３０日 

 

４. 調査方法 

「学校で使用しているタブレット端末」により回答 

 

５. 回収状況 

 

調査種別 対象 有効回答数 有効回答率 

小中学生アンケート調査 
小学５年生 321 人 298 人 92.8％ 

中学２年生 335 人 275 人 82.1％ 

 

６. 調査結果の表示方法 

・ 回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・ 複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見

方になるため、回答比率の合計は基本的に 100.0％を超えます。 

・ 複数回答は MA で表記しています。 

・ クロス集計の場合、無回答を除いているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成す

ることにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 
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II. 調査結果 

１. 回答者の状況 

問１ あなたの性別をお答えください。 

（１つに○）※あなたが思っている性別でお答えください。 

男性が 55.3%、女性が 43.6%となっています。 

図表 問１ 性別 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの学年をお答えください。（どちらかを選んでください） 

小学５年生が 52.0%、中学２年生が 48.0%となっています。 

図表 問２ 学年 

 

 

 

 

 

問３ あなたが住んでいる地域をお答えください。（１つに○） 

「新旭」と「安曇川」がともに 25.3%で最も多く、次いで「今津」（19.2%）、「高島」（16.6%）

となっています。 

図表 問３ 居住地域 

 

 
  

12.2%

19.2%

25.3%

25.3%

16.6%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

マキノ

今津

新旭

安曇川

高島

朽木

(N=573)

55.3%

43.6%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

男性

女性

その他（答えない、わからない）

(N=573)

52.0%

48.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

小学５年生

中学２年生

(N=573)
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２. あなた自身について 

問４ 次のことがらがあなた自身にどのくらいあてはまりますか。 

（１～４のそれぞれ１つに〇） 

肯定的意見（「あてはまる」と「ややあてはまる」の合計）が最も多いのは、「自分の親（保護

者）から大事にされていると思う」（97.4%）となっており、次いで「自分にはよいところがある

と思う」（88.7%）、「自分はうまくいくかわからないことにもがんばって取り組める」（85.9%）と

なっています。 

図表 問４ あなた自身のこと 

 
 

 

図表 問４ あなた自身のこと（小中学生別） 

 

  

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

46.6%

77.0%

36.0%

28.3%

42.1%

20.4%

49.9%

51.3%

8.6%

1.6%

11.0%

14.8%

2.8%

1.0%

3.1%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分にはよいところがあると思う

自分の親（保護者）から大事に

されていると思う

自分はうまくいくかわからないことにも

がんばって取り組める

自分はだれかの役に立っていると思う

(N=573)

あてはまる
ややあては

まる
ややあては
まらない

あてはまら
ない

合計

145 127 19 7 298
48.7% 42.6% 6.4% 2.3% 100.0%

122 114 30 9 275

44.4% 41.5% 10.9% 3.3% 100.0%

267 241 49 16 573

46.6% 42.1% 8.6% 2.8% 100.0%

235 58 2 3 298
78.9% 19.5% 0.7% 1.0% 100.0%
206 59 7 3 275

74.9% 21.5% 2.5% 1.1% 100.0%

441 117 9 6 573

77.0% 20.4% 1.6% 1.0% 100.0%

114 157 19 8 298
38.3% 52.7% 6.4% 2.7% 100.0%

92 129 44 10 275
33.5% 46.9% 16.0% 3.6% 100.0%

206 286 63 18 573

36.0% 49.9% 11.0% 3.1% 100.0%

85 166 37 10 298
28.5% 55.7% 12.4% 3.4% 100.0%

77 128 48 22 275
28.0% 46.5% 17.5% 8.0% 100.0%

162 294 85 32 573

28.3% 51.3% 14.8% 5.6% 100.0%

１．自分にはよいとこ
ろがあると思う

２．自分の親（保護
者）から大事にされて

いると思う

３．自分はうまくいく
かわからないことにも
がんばって取り組める

４．自分はだれかの役
に立っていると思う

小学５年生

中学２年生

合計

小学５年生

中学２年生

合計

小学５年生

中学２年生

合計

小学５年生

中学２年生

合計

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない
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３. 幸福感について 

問５ あなたは、今、自分が幸せだと思いますか。（１つに○） 

「幸せだ」（59.2%）と「どちらかといえば幸せだ」（27.9%）を合わせると、87.1%が「幸せ」と

感じています。 

図表 問５ 幸福感 

 

図表 問５ 幸福感（小中学生別） 

 
  

59.2%

27.9%

4.4%

1.7%

6.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

幸せだ

どちらかといえば幸せだ

どちらかといえば幸せではない

幸せではない

わからない・答えられない

(N=573)

幸せだ
どちらか
といえば
幸せだ

どちらか
といえば
幸せでは
ない

幸せでは
ない

わからな
い・答え
られない

合計

196 72 11 3 16 298
65.8% 24.2% 3.7% 1.0% 5.4% 100.0%
143 88 14 7 23 275

52.0% 32.0% 5.1% 2.5% 8.4% 100.0%

339 160 25 10 39 573

59.2% 27.9% 4.4% 1.7% 6.8% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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４. 居場所について 

問６ 次の場所は、今のあなたにとってほっとできる場所、または安心できる場所になっ

ていますか。（１～６のそれぞれ１つに○） 

肯定的意見（「そう思う」と「どちらかといえば、そう思う」の合計）をみると、「家（自分の

部屋以外）」が 95.1%で最も多く、次いで「自分の部屋」（85.9%）、「学校」（79.9%）となっていま

す。 

図表 問６ 居場所 

 
 

 

 

  

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

69.1%

71.4%

36.6%

43.5%

45.5%

36.3%

16.8%

23.7%

43.3%

35.6%

33.7%

33.5%

2.4%

2.8%

14.0%

9.6%

11.3%

14.7%

1.7%

0.9%

4.5%

2.8%

2.1%

5.1%

9.9%

1.2%

1.6%

8.6%

7.3%

10.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分の部屋

家（自分の部屋以外）

学校

地域にある居場所

その他の活動

インターネット空間

(N=573)

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない

そう思わない あてはまるものはない、わからない
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図表 問６ 居場所（小中学生別） 

 
  

そう思う
どちらかと
いえば、そ
う思う

どちらかと
いえば、そ
う思わない

そう思わな
い

あてはまる
ものはな

い、わから
ない

合計

200 48 9 4 37 298
67.1% 16.1% 3.0% 1.3% 12.4% 100.0%
196 48 5 6 20 275

71.3% 17.5% 1.8% 2.2% 7.3% 100.0%

396 96 14 10 57 573

69.1% 16.8% 2.4% 1.7% 9.9% 100.0%

233 55 7 2 1 298

78.2% 18.5% 2.3% 0.7% 0.3% 100.0%
176 81 9 3 6 275

64.0% 29.5% 3.3% 1.1% 2.2% 100.0%

409 136 16 5 7 573

71.4% 23.7% 2.8% 0.9% 1.2% 100.0%

145 111 30 8 4 298
48.7% 37.2% 10.1% 2.7% 1.3% 100.0%

65 137 50 18 5 275
23.6% 49.8% 18.2% 6.5% 1.8% 100.0%

210 248 80 26 9 573

36.6% 43.3% 14.0% 4.5% 1.6% 100.0%

159 99 20 3 17 298
53.4% 33.2% 6.7% 1.0% 5.7% 100.0%

90 105 35 13 32 275
32.7% 38.2% 12.7% 4.7% 11.6% 100.0%

249 204 55 16 49 573

43.5% 35.6% 9.6% 2.8% 8.6% 100.0%

137 102 29 6 24 298
46.0% 34.2% 9.7% 2.0% 8.1% 100.0%
124 91 36 6 18 275

45.1% 33.1% 13.1% 2.2% 6.5% 100.0%

261 193 65 12 42 573

45.5% 33.7% 11.3% 2.1% 7.3% 100.0%

107 91 48 16 36 298
35.9% 30.5% 16.1% 5.4% 12.1% 100.0%
101 101 36 13 24 275

36.7% 36.7% 13.1% 4.7% 8.7% 100.0%

208 192 84 29 60 573

36.3% 33.5% 14.7% 5.1% 10.5% 100.0%
合計

１．自分の部屋

２．家（自分の部屋以
外）

３．学校

４．地域にある居場所
（「ここにいていいん
だ」と思える場所）

５．その他の活動（部
活動やサークル活動、
塾などの習い事など）

６.インターネット空
間（SNS、オンライン
ゲームなど）

合計

小学５年生

中学２年生

合計

小学５年生

中学２年生

合計

小学５年生

中学２年生

合計

小学５年生

中学２年生

小学５年生

中学２年生

合計

小学５年生

中学２年生
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問７ 家や学校以外に、どんな場所があるとよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

「安心して過ごせる（場所）」が 79.2%が最も多く、次いで「自分のやりたいことができる（場

所）」（74.2%）、「一人で過ごせたり、のんびり過ごせたりする（場所）」（64.2%）となっています。 

図表 問７ あるとよい場所(MA) 

 

図表 問７ あるとよい場所(MA)（小中学生別） 

 

  

51.1%

60.4%

79.2%

52.5%

37.7%

64.2%

74.2%

58.5%

43.8%

47.6%

20.6%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自宅の近くにある

いつでも自由に一人で行ける

安心して過ごせる

話を聞いてくれる人がいる

いろんな人と出会える

一人で過ごせたり、のんびり

過ごせたりする

自分のやりたいことができる

インターネットが使える

勉強を教えてくれる

食事を提供してくれる

（インターネット空間など）

現実世界から離れている

その他

(N=573)

自宅の近
くにある

いつでも
自由に一
人で行け

る

安心して
過ごせる

話を聞い
てくれる
人がいる

いろんな
人と出会
える	

一人で過
ごせた

り、のん
びり過ご
せたりす

る

自分のや
りたいこ
とができ

る

インター
ネットが
使える

勉強を教
えてくれ

る

食事を提
供してく
れる

（イン
ターネッ
ト空間な
ど）現実
世界から
離れてい

る

その他
有効回答

数

170 166 242 185 119 183 213 164 159 157 65 8 298
57.0% 55.7% 81.2% 62.1% 39.9% 61.4% 71.5% 55.0% 53.4% 52.7% 21.8% 2.7% 100.0%
123 180 212 116 97 185 212 171 92 116 53 5 275

44.7% 65.5% 77.1% 42.2% 35.3% 67.3% 77.1% 62.2% 33.5% 42.2% 19.3% 1.8% 100.0%

293 346 454 301 216 368 425 335 251 273 118 13 573

51.1% 60.4% 79.2% 52.5% 37.7% 64.2% 74.2% 58.5% 43.8% 47.6% 20.6% 2.3% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計



8 

問８ あなたは孤独であると感じることがありますか。（１つに○） 

「まったく感じない」（38.0%）と「ほとんど感じない」（32.3%）を合わせると 70.3%が、「孤独

であると感じていない」となっています。一方で、「ときどき感じる」（23.7%）、「いつも感じる」

（1.2%）を合わせると約４分の１の生徒が孤独感を抱えていることが分かります。 

中学生の方が小学生に比べて、「孤独であると感じている」が多くなっています。 

図表 問８ 孤独感 

 
 

図表 問８ 孤独感（小中学生別） 

 
 

  

38.0%

32.3%

23.7%

1.2%

4.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

まったく感じない

ほとんど感じない

ときどき感じる

いつも感じる

わからない・答えられない

(N=573)

まったく
感じない

ほとんど
感じない

ときどき
感じる

いつも感
じる

わからな
い・答え
られない

合計

135 91 49 6 17 298
45.3% 30.5% 16.4% 2.0% 5.7% 100.0%

83 94 87 1 10 275
30.2% 34.2% 31.6% 0.4% 3.6% 100.0%

218 185 136 7 27 573

38.0% 32.3% 23.7% 1.2% 4.7% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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５. 普段の過ごし方について 

問９－１ 布団やベッドに入ってすぐ眠れますか。（１つに○） 

「ときどき眠れないときがある」（42.2%）と「なかなか眠れない」（14.1%）を合わせた 56.3%

の生徒が寝つきに課題を抱えている可能性があります。 

図表 問９-1 すぐに眠れるか 

 
 

図表 問９-1 すぐに眠れるか（小中学生別） 

 
  

43.3%

42.2%

14.1%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

よく眠れる

ときどき眠れないときがある

なかなか眠れない

その他

(N=573)

よく眠れ
る

ときどき
眠れない
ときがあ

る

なかなか
眠れない

その他 合計

137 122 38 1 298
46.0% 40.9% 12.8% 0.3% 100.0%
111 120 43 1 275

40.4% 43.6% 15.6% 0.4% 100.0%

248 242 81 2 573

43.3% 42.2% 14.1% 0.3% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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問９－２ 睡眠時間は足りていますか。（１つに○） 

「十分足りている」（38.2%）と「まあ足りている」（47.1%）の合計は 85.3%であり、睡眠時間

の量に対する充足感は高くなっています。 

中学生の方が小学生に比べて、「睡眠時間が足りていない」が多くなっています。 

 

図表 問９-2 睡眠時間 

 
 

図表 問９-2 睡眠時間（小中学生別） 

 
 

  

38.2%

47.1%

12.7%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

十分足りている

まあ足りている

あまり足りていない

全く足りていない

(N=573)

十分足り
ている

まあ足り
ている

あまり足
りていな

い

全く足り
ていない

合計

137 136 22 3 298
46.0% 45.6% 7.4% 1.0% 100.0%

82 134 51 8 275
29.8% 48.7% 18.5% 2.9% 100.0%

219 270 73 11 573

38.2% 47.1% 12.7% 1.9% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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問 10 あなたは自宅で何をして過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

自宅では、「ゲームをする」（86.4%）が最も多く、次いで「テレビや動画コンテンツを見る」

（84.8%）、「宿題や勉強をする」（78.2%）となっています。 

小中学生全体では、「ゲームをする」が最も多くなっていますが、小学生では「宿題や勉強をす

る」、中学生では「テレビや動画コンテンツを見る」がそれぞれ最も多くなっています。 

図表 問 10 自宅での過ごし方(MA) 

 
 

図表 問 10 自宅での過ごし方(MA)（小中学生別） 

 
 

  

78.2%

86.4%

84.8%

45.0%

66.0%

53.1%

53.6%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

宿題や勉強をする

ゲームをする（スマートフォン・

タブレット端末・ゲーム機など）

テレビや動画コンテンツを見る（YouTubeなど）

本やマンガを読む

家族と話したり遊んだりする

趣味や創作活動をする（絵を描く、楽器を弾く、

ダンスなど）

家事や家の手伝いをする

その他

(N=573)

宿題や勉
強をする

ゲームを
する（ス
マート

フォン・
タブレッ
ト端末・
ゲーム機
など）

テレビや
動画コン
テンツを
見る

（YouTube
など）

本やマン
ガを読む

家族と話
したり遊
んだりす

る

趣味や創
作活動を
する（絵
を描く、
楽器を弾
く、ダン
スなど）

家事や家
の手伝い
をする

その他
有効回答

数

258 255 240 143 204 175 173 17 298
86.6% 85.6% 80.5% 48.0% 68.5% 58.7% 58.1% 5.7% 100.0%
190 240 246 115 174 129 134 8 275

69.1% 87.3% 89.5% 41.8% 63.3% 46.9% 48.7% 2.9% 100.0%

448 495 486 258 378 304 307 25 573

78.2% 86.4% 84.8% 45.0% 66.0% 53.1% 53.6% 4.4% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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問 11 あなたは、ふだん友達とどこで過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

「友達の家や自分の家」（74.5%）が最も多く、次いで「学校の校庭や教室」（60.9%）、「クラブ

活動」（41.5%）となっています。 

図表 問 11 友達と過ごす場所(MA) 

 
 

図表 問 11 友達と過ごす場所(MA)（小中学生別） 

 
 

  

74.5%

37.9%

21.8%

60.9%

8.4%

9.9%

41.5%

7.9%

31.8%

35.3%

3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

友達の家や自分の家

近所の公園

通学路

学校の校庭や教室

児童館や学童保育

商業施設（スーパーなど）

クラブ活動

公共施設（図書館や公民館）

塾や習い事の場

インターネット空間（オンラインゲームなど）

その他

(N=573)

友達の家
や自分の

家

近所の公
園

通学路
学校の校
庭や教室

児童館や
学童保育

商業施設
（スー
パーな
ど）

クラブ活
動

公共施設
（図書館
や公民
館）

塾や習い
事の場

インター
ネット空
間（オン
ライン

ゲームな
ど）

その他
有効回答

数

231 137 45 178 43 14 87 29 109 93 6 298
77.5% 46.0% 15.1% 59.7% 14.4% 4.7% 29.2% 9.7% 36.6% 31.2% 2.0% 100.0%
196 80 80 171 5 43 151 16 73 109 13 275

71.3% 29.1% 29.1% 62.2% 1.8% 15.6% 54.9% 5.8% 26.5% 39.6% 4.7% 100.0%

427 217 125 349 48 57 238 45 182 202 19 573

74.5% 37.9% 21.8% 60.9% 8.4% 9.9% 41.5% 7.9% 31.8% 35.3% 3.3% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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６. 放課後の過ごし方について 

問 12－１ 放課後は誰と過ごしていますか。（あてはまるものすべてに◯） 

「家族・親せき」（79.9%）が最も多く、次いで「友だち」（71.0%）なっています。一方で、「ひ

とりで過ごす」は 51.0%となっています。 

図表 問 12-1 放課後は誰と過ごすか(MA) 

 

図表 問 12-1 放課後は誰と過ごすか(MA)（小中学生別） 

 
  

79.9%

71.0%

8.6%

27.4%

51.0%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族・親せき

友だち

学校や学童保育の先生

塾や習い事の先生

ひとりで過ごす

その他

(N=573)

家族・親
せき

友だち
学校や学
童保育の
先生

塾や習い
事の先生

ひとりで
過ごす

その他
有効回答

数

232 220 43 82 131 7 298
77.9% 73.8% 14.4% 27.5% 44.0% 2.3% 100.0%
226 187 6 75 161 8 275

82.2% 68.0% 2.2% 27.3% 58.5% 2.9% 100.0%

458 407 49 157 292 15 573

79.9% 71.0% 8.6% 27.4% 51.0% 2.6% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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問 12－２ 放課後は何をして過ごしますか。（あてはまるものすべてに◯） 

「自宅や友だちの家で遊ぶ」（65.6%）が最も多く、次いで「インターネット空間（オンライン

ゲームなど）で遊ぶ」（58.8%）、「学校の部活やクラブ活動」（39.8%）、「塾や習い事に行く」（38.6%）

となっています。 

中学生では、「学校の部活やクラブ活動」が 69.8%で最も多くなっています。 

図表 問 12-2 放課後の過ごし方(MA) 

 

図表 問 12-2 放課後の過ごし方(MA)（小中学生別） 

 
 

  

31.2%

65.6%

58.8%

39.8%

8.2%

38.6%

27.9%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

公園や広場で遊ぶ

自宅や友だちの家で遊ぶ

インターネット空間

（オンラインゲームなど）で遊ぶ

学校の部活やクラブ活動

学童保育で過ごす

塾や習い事に行く

家の手伝いや家族の世話をしている

その他

(N=573)

公園や広
場で遊ぶ

自宅や友
だちの家
で遊ぶ

インター
ネット空
間（オン
ライン

ゲームな
ど）で遊

ぶ

学校の部
活やクラ
ブ活動

学童保育
で過ごす

塾や習い
事に行く

家の手伝
いや家族
の世話を
している

その他
有効回答

数

122 221 152 36 44 121 89 14 298
40.9% 74.2% 51.0% 12.1% 14.8% 40.6% 29.9% 4.7% 100.0%

57 155 185 192 3 100 71 10 275
20.7% 56.4% 67.3% 69.8% 1.1% 36.4% 25.8% 3.6% 100.0%

179 376 337 228 47 221 160 24 573

31.2% 65.6% 58.8% 39.8% 8.2% 38.6% 27.9% 4.2% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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７. 習い事について 

問 13 現在、習い事をしていますか。（１つに○） 

「習い事をしている」は 75.4％と約４分の３となっています。 

小学生では、「習い事をしている」は 83.9%とさらに高くなっています。 

図表 問 13 習い事 

 

図表 問 13 習い事（小中学生別） 

 
  

75.4%

24.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

している

していない

(N=573)

している
していな

い
合計

250 48 298
83.9% 16.1% 100.0%
182 93 275

66.2% 33.8% 100.0%

432 141 573

75.4% 24.6% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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問 14 問 13 で「１．している」と答えた方へおたずねします。 

習い事について、あなたの気持ちを教えてください。（あてはまるものすべてに◯） 

習い事に対して「「好き」「楽しい」という気持ち」を持つ生徒が 70.6%で最も高く、次いで「達

成感や成長を感じる」（61.3%）、「友達と一緒だから楽しい」（48.4%）となっています。一方で、

「勉強と習い事の両立が負担」（13.2%）や「時間的な負担（自由な時間がないなど）」（10.0%）と

いったネガティブな要素を感じている生徒もいます。 

図表 問 14 習い事についての気持ち(MA) 

 
 

図表 問 14 習い事についての気持ち(MA)（小中学生別） 

 
 

  

70.6%

48.4%

61.3%

8.3%

6.5%

10.0%

13.2%

3.2%

8.6%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

「好き」「楽しい」という気持ち

友達と一緒だから楽しい

達成感や成長を感じる

モチベーションの低下（飽きてしまうなど）

人間関係で気になることがある

時間的な負担（自由な時間がないなど）

勉強と習い事の両立が負担

期待とのギャップ（思っていたのと違った）

特にない

その他

(N=432)

「好き」
「楽し

い」とい
う気持ち

友達と一
緒だから
楽しい

達成感や
成長を感
じる

モチベー
ションの
低下（飽
きてしま
うなど）

人間関係
で気にな
ることが
ある

時間的な
負担（自
由な時間
がないな
ど）

勉強と習
い事の両
立が負担

期待との
ギャップ
（思って
いたのと
違った）

特にない その他
有効回答

数

191 138 149 21 16 24 22 7 13 4 250
76.4% 55.2% 59.6% 8.4% 6.4% 9.6% 8.8% 2.8% 5.2% 1.6% 100.0%
114 71 116 15 12 19 35 7 24 1 182

62.6% 39.0% 63.7% 8.2% 6.6% 10.4% 19.2% 3.8% 13.2% 0.5% 100.0%

305 209 265 36 28 43 57 14 37 5 432

70.6% 48.4% 61.3% 8.3% 6.5% 10.0% 13.2% 3.2% 8.6% 1.2% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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８. 将来の夢について 

問 15 あなたには、将来の夢がありますか。（１つに○） 

「ある」（47.1%）と「まだはっきりと決まっていない」（45.0%）がほぼ同率となっています。 

将来の夢が「まだはっきりと決まっていない」や「ない」は、中学生の方が小学生より多くな

っています。 

図表 問 15 将来の夢 

 

図表 問 15 将来の夢（小中学生別） 

 
 

  

47.1%

45.0%

7.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ある

まだはっきりと決まっていない

ない

(N=573)

ある

まだはっ
きりと決
まってい
ない

ない 合計

168 116 14 298
56.4% 38.9% 4.7% 100.0%
102 142 31 275

37.1% 51.6% 11.3% 100.0%

270 258 45 573

47.1% 45.0% 7.9% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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９. 相談について 

問 16 落ち込んだり困ったりした時に、相談できる人はいますか。（１つに○） 

「いる」と回答した生徒は 88.8%となっていますが、「いない」（11.2%）が約１割となっていま

す。 

図表 問 16 相談できる人 

 
 

図表 問 16 相談できる人（小中学生別） 

 

  

88.8%

11.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

いる

いない

(N=573)

いる いない 合計
274 24 298

91.9% 8.1% 100.0%
235 40 275

85.5% 14.5% 100.0%

509 64 573

88.8% 11.2% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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問 17 問 16 で「１．いる」と答えた方へおたずねします。 

落ち込んだり困ったりした時に、あなたはだれに相談しますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

主な相談相手は「親」（81.7%）、「友だち」（75.6%）となっています。 

小学生では「親」が最も多く、中学生では「友だち」が最も多くなっています。 

図表 問 17 相談相手 

 

図表 問 17 相談相手（小中学生別） 

 
 

  

81.7%

35.8%

13.4%

34.6%

75.6%

4.7%

7.9%

2.0%

7.9%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親

きょうだい

親やきょうだい以外の親族

学校の先生

友だち

スクールカウンセラー・

スクールソーシャルワーカー

地域の人（近所の人、塾や習い事の先生など）

カウンセラー・病院の先生

インターネットでつながりのある人

その他

(N=509)

親
きょうだ

い

親やきょ
うだい以
外の親族

学校の先
生

友だち

スクール
カウンセ
ラー・ス
クール

ソーシャ
ルワー
カー

地域の人
（近所の
人、塾や
習い事の
先生な
ど）

カウンセ
ラー・病
院の先生

インター
ネットで
つながり
のある人

その他
有効回答

数

237 103 40 110 200 11 23 5 18 2 274
86.5% 37.6% 14.6% 40.1% 73.0% 4.0% 8.4% 1.8% 6.6% 0.7% 100.0%
179 79 28 66 185 13 17 5 22 4 235

76.2% 33.6% 11.9% 28.1% 78.7% 5.5% 7.2% 2.1% 9.4% 1.7% 100.0%

416 182 68 176 385 24 40 10 40 6 509

81.7% 35.8% 13.4% 34.6% 75.6% 4.7% 7.9% 2.0% 7.9% 1.2% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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問 18 問 16 で「２．いない」と答えた方へおたずねします。 

落ち込んだり困ったりした時に、だれにも相談できない／したくない理由は何です

か。（あてはまるものすべてに◯） 

最も多い理由は、「だれに相談したらいいかわからない・相談できる人がいない」と「相談して

も解決できないのではないかと思う」がともに 48.4%で最も多く、次いで「上手く話ができる自

信がない」（46.9%）となっています。 

図表 問 18 相談したくない理由(MA) 

 

図表 問 18 相談したくない理由(MA)（小中学生別） 

 

  

48.4%

46.9%

35.9%

34.4%

37.5%

48.4%

25.0%

12.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

だれに相談したらいいかわからない・

相談できる人がいない

上手く話ができる自信がない

自分のことを知られたくない

親や友だちに知られるのではないかと思う

何を聞かれるか不安

相談しても解決できないのではないかと思う

相談していやな思いをしたことがある

その他

(N=64)

だれに相
談したら
いいかわ
からな

い・相談
できる人
がいない

上手く話
ができる
自信がな

い

自分のこ
とを知ら
れたくな

い

親や友だ
ちに知ら
れるので
はないか
と思う

何を聞か
れるか不

安

相談して
も解決で
きないの
ではない
かと思う

相談して
いやな思
いをした
ことがあ

る

その他
有効回答

数

13 6 10 9 10 8 4 4 24
54.2% 25.0% 41.7% 37.5% 41.7% 33.3% 16.7% 16.7% 100.0%

18 24 13 13 14 23 12 4 40
45.0% 60.0% 32.5% 32.5% 35.0% 57.5% 30.0% 10.0% 100.0%

31 30 23 22 24 31 16 8 64

48.4% 46.9% 35.9% 34.4% 37.5% 48.4% 25.0% 12.5% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計



21 

問 19 相談できる場所について、知っているものはありますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

最も認知度が高いのは「LINE 相談こころのサポートしが」（24.8%）で、次いで「高島市こども

家庭センター、少年センター・あすくる高島」（20.2%）となっています。 

図表 問 19 知っている相談場所(MA) 

 

図表 問 19 知っている相談場所(MA)（小中学生別） 

 
 

  

20.2%

12.6%

11.9%

8.0%

14.8%

24.8%

8.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

高島市こども家庭センター、

少年センター・あすくる高島

高島市 教育相談・課題対応室

高島市 教育支援センター「スマイル」

高島市児童発達支援センター エール

滋賀県こども・子育て応援センター

（こころんだいやる）

LINE相談 こころのサポートしが

滋賀県大津・高島子ども家庭相談センター

(N=573)

高島市こ
ども家庭
セン

ター、少
年セン

ター・あ
すくる高

島

高島市
教育相

談・課題
対応室

高島市
教育支援
センター
「スマイ
ル」

高島市児
童発達支
援セン
ター
エール

滋賀県こ
ども・子
育て応援
センター
（こころ
んだいや
る）

LINE相談
こころの
サポート
しが

滋賀県大
津・高島
子ども家
庭相談セ
ンター

有効回答
数

41 28 34 25 39 56 21 298
13.8% 9.4% 11.4% 8.4% 13.1% 18.8% 7.0% 100.0%

75 44 34 21 46 86 27 275
27.3% 16.0% 12.4% 7.6% 16.7% 31.3% 9.8% 100.0%

116 72 68 46 85 142 48 573

20.2% 12.6% 11.9% 8.0% 14.8% 24.8% 8.4% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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１０. 子どもの権利について 

問 20 「子どもの権利」には、具体的に次のようなものがあります。大切だと思う項目に

ついて、教えてください。（あてはまるものすべてに〇） 

最も大切だと考えられている権利は「安心して生活できること」（95.5%）で、次いで「自分が

落ち着く居場所があること」（82.7%）、「差別されないこと」（77.5%）となっています。 

図表 問 20 子どもの権利で大切な項目(MA) 

 
 

図表 問 20 子どもの権利で大切な項目(MA)（小中学生別） 

 
  

95.5%

74.5%

71.7%

72.3%

65.8%

77.5%

77.3%

74.3%

65.6%

82.7%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

安心して生活できること

病院へ行くなど、健康を守ってもらえること

自分の意見が自由に発言でき、聞いてもらうこと

自分が学びたいことを学び、十分な教育を受け、

成長していくこと

スポーツや芸術などの活動に参加すること

差別されないこと

悪口を言われず、仲間はずれにされないこと

暴力やひどいことから守られること

周りの大人が、子どもの立場に立ち、

より良い方法を考えてくれること

自分が落ち着く居場所があること

その他

(N=573)

安心して
生活でき
ること

病院へ行
くなど、
健康を

守っても
らえるこ

と

自分の意
見が自由
に発言で
き、聞い
てもらう
こと

自分が学
びたいこ
とを学

び、十分
な教育を
受け、成
長してい
くこと

スポーツ
や芸術な
どの活動
に参加す
ること

差別され
ないこと

悪口を言
われず、
仲間はず
れにされ
ないこと

暴力やひ
どいこと
から守ら
れること

周りの大
人が、子
どもの立
場に立

ち、より
良い方法
を考えて
くれるこ

と

自分が落
ち着く居
場所があ
ること

その他
有効回答

数

281 209 197 204 198 228 227 211 191 241 7 298
94.3% 70.1% 66.1% 68.5% 66.4% 76.5% 76.2% 70.8% 64.1% 80.9% 2.3% 100.0%
266 218 214 210 179 216 216 215 185 233 5 275

96.7% 79.3% 77.8% 76.4% 65.1% 78.5% 78.5% 78.2% 67.3% 84.7% 1.8% 100.0%

547 427 411 414 377 444 443 426 376 474 12 573

95.5% 74.5% 71.7% 72.3% 65.8% 77.5% 77.3% 74.3% 65.6% 82.7% 2.1% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計



23 

問 21 こうした「子どもの権利」があることは知っていましたか。（１つに○） 

「知っている」（40.3%）と「聞いたことはある」（39.3%）を合わせると 79.6%の生徒が権利の

存在を認識しています。 

「子どもの権利」の認知は、小学生の方が高くなっています。 

図表 問 21 子どもの権利を知っていたか 

 

図表 問 21 子どもの権利を知っていたか（小中学生別） 

 
 

  

40.3%

39.3%

20.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

知っている

聞いたことはある

知らなかった

(N=573)

知ってい
る

聞いたこ
とはある

知らな
かった

合計

133 109 56 298
44.6% 36.6% 18.8% 100.0%

98 116 61 275
35.6% 42.2% 22.2% 100.0%

231 225 117 573

40.3% 39.3% 20.4% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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問 22 国や高島市に、あなたの考えや思っていることを聞いてほしいと思いますか。 

（１つに○） 

「そう思う」（18.3%）と「だいたいそう思う」（18.5%）を合わせた肯定的な回答は 36.8%とな

っています。一方で、否定的な回答（「あまりそう思わない」44.2%、「そう思わない」19.0%）は

63.2%となっています。 

図表 問 22 国や高島市への思い 

 
 

図表 問 22 国や高島市への思い（小中学生別） 

 
  

18.3%

18.5%

44.2%

19.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

そう思う

だいたいそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

(N=573)

そう思う
だいたい
そう思う

あまりそ
う思わな

い

そう思わ
ない

合計

52 62 125 59 298
17.4% 20.8% 41.9% 19.8% 100.0%

53 44 128 50 275
19.3% 16.0% 46.5% 18.2% 100.0%

105 106 253 109 573

18.3% 18.5% 44.2% 19.0% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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問 23 問 22 で「１．」または「２．」に回答された方へおたずねします。 

どんな方法があればあなたの考えや思いが伝えやすいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

「直接話したり、みんなで話し合う場に参加すること」（54.5%）が最も多く、次いで「スマー

トフォンやインターネットを使って、SNS などで名前を出さずに意見を伝えること」（47.9%）、「学

校や市役所に設置された、意見箱に入れる方法」（44.5%）となっています。 

図表 問 23 伝える方法(MA) 

 
 

図表 問 23 伝える方法(MA)（小中学生別） 

 
 

  

54.5%

26.1%

47.9%

44.5%

33.2%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

直接話したり、みんなで話し合う場に参加すること

インターネットを使って、オンライン会議で

意見を伝えること

スマートフォンやインターネットを使って、

SNSなどで名前を出さずに意見を伝えること

学校や市役所に設置された、意見箱に入れる方法

自分の意見を、大人がどう活かしてくれるかを

教えてもらうこと

その他

(N=211)

直接話し
たり、み
んなで話
し合う場
に参加す
ること

インター
ネットを
使って、
オンライ
ン会議

（Zoomな
ど）で意
見を伝え
ること

スマート
フォンや
インター
ネットを
使って、
SNSなどで
名前を出
さずに意
見を伝え
ること

学校や市
役所に設
置され

た、意見
箱に入れ
る方法

自分の意
見を、大
人がどう
活かして
くれるか
を教えて
もらうこ

と

その他
有効回答

数

66 36 42 42 42 4 114
57.9% 31.6% 36.8% 36.8% 36.8% 3.5% 100.0%

49 19 59 52 28 1 97
50.5% 19.6% 60.8% 53.6% 28.9% 1.0% 100.0%

115 55 101 94 70 5 211

54.5% 26.1% 47.9% 44.5% 33.2% 2.4% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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１１. 高島市について 

問 24 おとなになったらどこで暮らしたいですか。（１つに○） 

「高島市以外の場所で暮らしたい」（38.4%）が、「高島市で暮らしたい」（24.1%）を 14.3 ポイ

ント上回っています。 

小学生では、「高島市で暮らしたい」（34.6%）が、「高島市以外の場所で暮らしたい」（32.6%）

より多くなっています。 

図表 問 24 将来暮らしたい場所 

 
 

図表 問 24 将来暮らしたい場所（小中学生別） 

 
  

24.1%

38.4%

37.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

高島市で暮らしたい

高島市以外の場所で暮らしたい

わからない・答えられない

(N=573)

高島市で
暮らした

い

高島市以
外の場所
で暮らし
たい

わからな
い・答え
られない

合計

103 97 98 298
34.6% 32.6% 32.9% 100.0%

35 123 117 275
12.7% 44.7% 42.5% 100.0%

138 220 215 573

24.1% 38.4% 37.5% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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問 25 高島市のよいところを自由に書いてください。 

「高島市のよいところ」の自由回答をまとめると、次のようになります。 

小学５年生は 251 人、中学２年生は 213 人の回答がありました。 

小学５年生からは、特に「自然」と「人々のやさしさ・交流」に関する回答が多くみられまし

た。中学２年生の回答も「自然」が最も多く、次いで「人・交流」、「静か・落ち着き」が多くみ

られました。 

 

【小学５年生】 

分   類 内   容 
回答者数 

（延べ人数） 

自然・環境 
自然豊か、自然がいっぱい、空気が美味しい、緑が

多い、静か、景色がきれい、田舎（良い意味で） 
89 人 

人・地域との関わり 

やさしい人が多い、地域の人との交流がある、友達

と仲が良い、みんなが助け合う、挨拶をしてくれる、

安心できる 

39 人 

生活のしやすさ・楽しさ 
落ち着く、楽しい、自由に遊べる、住みやすい、観

光スポットがある、災害が少ない、お店がある 
22 人 

琵琶湖・水 琵琶湖がある、琵琶湖がきれい、水が美味しい 17 人 

食・名物 
農産物が新鮮で美味しい、食べ物が美味しい、アド

ベリーや鮒寿司が有名 
5 人 

 

【中学２年生】 

分   類 内   容 
回答者数 

（延べ人数） 

自然・環境 

自然豊か、自然が多い、空気が美味しい、緑が多い、

景色がきれい、静かで過ごしやすい、田舎（良い意

味で） 

112 人 

人・地域との関わり 
やさしい人が多い、地域の人たちが親切、みんな仲

が良い、地域の祭りや活動に積極的 
31 人 

静かさ・安心感 
静か、落ち着く、平和、安心できる、治安が良い、

事件や事故・災害が少ない 
30 人 

琵琶湖・水 
琵琶湖がある、琵琶湖がきれい、一級河川「安曇川」

がある 
11 人 

生活のしやすさ 
住みやすい、都会すぎず田舎すぎない、移動の便が

良い（京都まで１時間など）、医療費が無料 
10 人 
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●テキストマイニングによる分析 

テキストマイニングとは、アンケートの自由回答などの大量のテキストデータから、隠れたパター

ンや有用な情報を「採掘（mining）」する技術です。下図に示すような「共起ネットワーク図」が代表

的な出力結果です。 

 

（1） 小学生からみた「高島市のよいところ」の分析 

① 最も強く意識されているのは「自然の豊かさ」 

小学生の回答で最も多かったのは「自然豊か」であり、「空気・水」「きれい」といった言葉と強く

結びつき、高島市ならではの豊かな環境資源として認識しています。 

 

② 日常の満足度：「温かい人」と「自由に遊べる楽しさ」 

「自然豊か」、「琵琶湖」や「観光・イベント・交流」が「人」と「温かい」に結びついており、小

学生にとっては、自然環境とそれらを中心とした交流が、人の温かさに繋がっていることを示してい

ます。具体的には、「居場所がある」「相談できる場所がある」などの回答も見られます。 

また、「遊べる」「友達」といった言葉が、「公園」「自由」と結びついており、身近な自然や公園で

友達と自由にのびのびと遊べる環境に対して満足感を得ていることを示しています。 

 

図表 小学生からみた「高島市のよいところ」の自由回答を基にした 

テキストマイニングによる共起ネットワーク図 
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07   
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（2） 中学生からみた「高島市のよいところ」の分析 

小中学生アンケートのうち中学生が「高島市のよいところ」として挙げた自由回答をテキストマイ

ニングで分析した結果は次の通りです。 

高島市の魅力は主に「自然の豊かさ」と「人の温かさ」で構成されています。 

 

① 「豊かな自然」がもたらす静かで過ごしやすいまち 

高島市の魅力として中学生が最も強く認識しているのは「自然豊か」という点です。これに「美し

い」などが結びつき、琵琶湖や山々が生み出す「景色」や「空気」の良さが評価されています。また、

この豊かな自然は「穏やか」などとも結びつき、都会にはない静かで住みやすいまちとして認識され

ています。 

② 「人の温かさ」と「地域のつながり」 

自然環境に次いで、「人」と「地域」が強く結びついて、人の温かさや地域のつながりが意識されて

います。具体的な内容では、「地域の人に挨拶をしたら返ってくる」「困っていたら助けてくれる」な

どからも示されます。 

 

 

図表 中学生からみた「高島市のよいところ」の自由回答を基にした 

テキストマイニングによる共起ネットワーク図 
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問 26 高島市のこどもが笑顔になれるために大切なことは何だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

「自分のやりたいことや好きなことができること」（85.0%）が最も多く、次いで「友達と自由

に遊べる時間があること」（82.4%）、「自分の気持ちを分かってくれる人がいること」（76.6%）と

なっています。 

図表 問 26 こどもが笑顔になるために大切なこと（MA） 

 

図表 問 26 こどもが笑顔になるために大切なこと（MA）（小中学生別） 

 
 

  

82.4%

85.0%

76.6%

72.1%
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友達と自
由に遊べ
る時間が
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持ちを分
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れる人が
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新しいこ
とを始め
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したりす
るチャン
スがある
こと

わからな
い

その他
有効回答

数

250 250 238 221 13 2 298
83.9% 83.9% 79.9% 74.2% 4.4% 0.7% 100.0%
222 237 201 192 23 3 275

80.7% 86.2% 73.1% 69.8% 8.4% 1.1% 100.0%

472 487 439 413 36 5 573

82.4% 85.0% 76.6% 72.1% 6.3% 0.9% 100.0%

小学５年生

中学２年生

合計
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第２章 若者アンケート調査結果 

I. 調査の概要 

１. 調査の目的 

本調査は、高校生から 39 歳を取り巻く環境の実態把握を行うためアンケート調査を行い、こ

ども・若者の意見を反映した事業実施や事業計画における目標を設定するうえでの基礎資料とす

るものです。 

 

２. 調査対象 

15 歳から 39 歳の市民から 1,500 人を無作為抽出 

 

３. 調査期間 

令和７年８月２５日から令和７年９月１２日 

 

４. 調査方法 

郵送配布、郵送回収およびインターネットでの回答 

 

５. 回収状況 

 

調査種別 対象 配布数 有効回答数 有効回答率 

若者アンケート調査 15 歳から 39 歳 1,500人 1,490 通 393 通 26.4％ 

※10 通が不達のため、配布数は 1,490 通としています。 

 

６. 調査結果の表示方法 

・ 回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・ 複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見

方になるため、回答比率の合計は基本的に 100.0％を超えます。 

・ 複数回答は MA で表記しています。 

・ クロス集計の場合、無回答を除いているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成す

ることにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 
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II. 調査結果 

１. 回答者の状況 

問１ あなたの性別をお答えください。 

（１つに○）※あなたが認識している性別でお答えください。 

「男性」は 41.0%、「女性」は 57.8%となっています。 

図表 問１ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。（１つに○） 

最も回答数が多かった年齢層は「35～39 歳」（30.3%）であり、次いで「30～34 歳」（19.3%）、

「25～29 歳」（18.8%）と、主に 20 代後半から 30 代の若者層が多く回答しています。 

図表 問２ 年齢 
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35～39歳

無回答

(N=393)
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問３ あなたがお住まいの地域をお答えください。（１つに○） 

居住地域の回答は、「安曇川」（30.0%）が最も多く、次いで「新旭」（25.2%）、「今津」（22.4%）

となっています。 

図表 問３ 居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは現在、どなたと同居されていますか。（あてはまるものすべてに◯） 

同居者としては、「母」（45.3%）、「配偶者（事実婚のパートナーを含む）」（42.7%）、「父」（40.2%）

が上位を占めています。「一人暮らし」は 6.4%となっています。 

図表 問４ 同居家族（MA） 
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その他の人

(N=393)
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問５ あなたの婚姻状況をお答えください。（１つに○） 

「結婚したことがない（未婚）」（52.7%）が半数を超えています。 

「25～29 歳」は 50.0%、「30～35 歳」は 52.6%、「36～39 歳」は 73.9%が「結婚している（事実

婚のパートナーを除く）」となっています。 

図表 問５ 婚姻状況 

 

図表 問５ 婚姻状況（年齢別） 
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25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

207 173 5 6 2 393

52.7% 44.0% 1.3% 1.5% 0.5% 100.0%

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

無回答

合計
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問６ あなたは今、働いていますか。（１つに○） 

「フルタイム（正社員・正職員など）の仕事をしている」が最も多く 42.2%を占めています。

次いで「学生」（20.4%）、「パートタイム（アルバイトを含む）や、派遣社員・契約社員などの仕

事をしている」（19.1%）となっています。 

学生の内訳は、「大学・専門学生など」（50.0%）と「高校生」（48.8%）がほぼ二分されています。 

図表 問６ 勤務形態 

 

図表 問６ 学生の内訳 

 

 

 

  

42.2%

19.1%

5.3%

20.4%

1.8%

5.1%

5.3%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

フルタイムの仕事をしている

パートタイムや、派遣社員・契約社員

などの仕事をしている

自営業、自由業

学生

求職中

専業主婦・主夫

働いていない

無回答

(N=393)

48.8%

50.0%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

高校生

大学・専門学生など

無回答

(N=80)
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２. あなた自身について 

問７ 次のことがらがあなた自身にどのくらいあてはまりますか。 

（１～10 のそれぞれ１つに〇） 

肯定的意見（「あてはまる」と「ややあてはまる」の合計）が多い項目は、「自分の親（保護者）

から大事にされていると思う」（93.6%）、「自分にはよいところがあると思う」（86.2%）、「自分の

欲しいものをがまんすることができる」（78.4%）、「今の自分を変えたいと思う」（72.2%）などと

なっています。 

図表 問７ あなた自身のこと 

 

 

  

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

42.7%

41.5%

30.5%

23.7%

27.5%

24.4%

34.1%

71.2%

18.6%

28.2%

43.5%

36.9%

41.7%

40.7%

38.2%

37.7%

28.5%

22.4%

43.8%

41.0%

9.9%

15.8%

19.1%

30.0%

21.9%

26.5%

21.1%

3.8%

31.0%

26.0%

3.6%

5.6%

8.4%

5.1%

11.7%

10.9%

15.5%

2.0%

6.1%

4.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.5%

0.8%

0.5%

0.8%

0.5%

0.5%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分にはよいところがあると思う

自分の欲しいものをがまんする

ことができる

今の自分を変えたいと思う

将来よりも今の生活を楽しみたい

努力すれば希望する職業に

つくことができる

自分の人生を切り開く力があると思う

（切り開きたいと思う）

他人に迷惑がかからない限り、どんな考えや

行動をとろうが、自分の自由だと思う

自分の親（保護者）から大事に

されていると思う

うまくいくかわからないことにも

意欲的に取り組める

自分の考えを相手に伝えることができる

(N=393)

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表 問７ あなた自身のこと 自分にはよいところがあると思う（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問７ あなた自身のこと 自分の欲しいものをがまんすることができる（性別、年齢

別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答

46.6%

40.1%

46.3%

47.2%

41.9%

32.9%

45.4%

42.2%

45.4%

41.8%

35.8%

40.5%

53.9%

43.7%

7.5%

11.0%

6.0%

17.0%

10.8%

9.2%

8.4%

3.7%

3.1%

4.5%

0.0%

6.8%

3.9%

2.5%

0.0%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答

37.9%

44.5%

40.3%

37.7%

32.4%

42.1%

50.4%

39.1%

34.8%

31.3%

37.7%

39.2%

42.1%

33.6%

17.4%

15.0%

22.4%

13.2%

23.0%

7.9%

14.3%

5.6%

5.3%

4.5%

11.3%

5.4%

7.9%

1.7%

0.0%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢
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図表 問７ あなた自身のこと 今の自分を変えたいと思う（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問７ あなた自身のこと 将来よりも今の生活を楽しみたい（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答

21.7%

24.7%

28.4%

37.7%

23.0%

21.1%

17.6%

37.9%

43.2%

49.3%

45.3%

37.8%

38.2%

38.7%

30.4%

29.5%

16.4%

11.3%

35.1%

34.2%

37.8%

9.3%

2.2%

4.5%

5.7%

4.1%

6.6%

5.0%

0.6%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

28.6%

32.6%

34.3%

34.0%

32.4%

18.4%

32.8%

38.5%

44.1%

41.8%

45.3%

39.2%

47.4%

38.7%

23.0%

15.9%

14.9%

15.1%

16.2%

23.7%

22.7%

9.9%

7.0%

7.5%

5.7%

12.2%

10.5%

5.9%

0.0%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢
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図表 問７ あなた自身のこと 努力すれば希望する職業につくことができる（性別、年齢

別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問７ あなた自身のこと 自分の人生を切り開く力があると思う（切り開きたいと思

う）（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答

26.1%

29.1%

46.3%

35.8%

28.4%

15.8%

21.0%

36.6%

39.6%

38.8%

41.5%

36.5%

38.2%

37.0%

21.1%

22.0%

9.0%

18.9%

18.9%

26.3%

29.4%

15.5%

8.4%

4.5%

3.8%

16.2%

18.4%

12.6%

0.6%

0.9%

1.5%

0.0%

0.0%

1.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

24.8%

24.7%

23.9%

32.1%

20.3%

18.4%

27.7%

41.0%

34.8%

44.8%

32.1%

39.2%

35.5%

36.1%

20.5%

31.3%

16.4%

32.1%

23.0%

32.9%

28.6%

13.0%

8.8%

13.4%

3.8%

17.6%

13.2%

7.6%

0.6%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢
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図表 問７ あなた自身のこと 他人に迷惑がかからない限り、どんな考えや行動をとろう

が、自分の自由だと思う（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問７ あなた自身のこと 自分の親（保護者）から大事にされていると思う（性別、年

齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答

39.1%

30.8%

47.8%

43.4%

37.8%

21.1%

28.6%

20.5%

34.4%

28.4%

28.3%

24.3%

36.8%

26.9%

19.9%

22.0%

11.9%

20.8%

18.9%

22.4%

27.7%

19.3%

12.3%

10.4%

7.5%

18.9%

19.7%

16.0%

1.2%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

67.1%

74.9%

79.1%

81.1%

73.0%

56.6%

71.4%

26.1%

19.8%

16.4%

17.0%

18.9%

36.8%

21.8%

5.0%

3.1%

1.5%

1.9%

5.4%

3.9%

5.0%

1.2%

1.8%

1.5%

0.0%

2.7%

2.6%

1.7%

0.6%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢
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図表 問７ あなた自身のこと うまくいくかわからないことにも意欲的に取り組める（性

別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問７ あなた自身のこと 自分の考えを相手に伝えることができる（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない 無回答

20.5%

17.2%

14.9%

17.0%

25.7%

7.9%

22.7%

46.0%

42.7%

46.3%

32.1%

43.2%

47.4%

47.1%

28.6%

32.6%

31.3%

45.3%

24.3%

36.8%

25.2%

4.3%

7.0%

6.0%

5.7%

6.8%

7.9%

5.0%

0.6%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

29.8%

27.3%

26.9%

32.1%

33.8%

22.4%

26.9%

39.8%

41.4%

46.3%

30.2%

36.5%

36.8%

48.7%

25.5%

26.9%

22.4%

32.1%

25.7%

35.5%

20.2%

4.3%

4.0%

3.0%

5.7%

4.1%

5.3%

4.2%

0.6%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢
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３. 幸福感について 

問８ あなたは、今、自分が幸せだと思いますか。（１つに◯） 

「幸せだ」（46.3%）と「どちらかといえば幸せだ」（42.2%）を合わせると 88.5%が現在、幸せ

を感じています。 

図表 問８ 幸福感 

 

図表 問８ 幸福感（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.3%

42.2%

4.6%

1.8%

4.8%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

幸せだ

どちらかといえば幸せだ

どちらかといえば幸せではない

幸せではない

わからない・答えられない

無回答

(N=393)

幸せだ どちらかといえば幸せだ どちらかといえば幸せではない

幸せではない わからない・答えられない 無回答

39.8%

51.1%

55.2%

50.9%

43.2%

43.4%

43.7%

45.3%

40.1%

31.3%

41.5%

45.9%

40.8%

46.2%

8.1%

2.2%

4.5%

3.8%

4.1%

6.6%

4.2%

2.5%

0.9%

1.5%

1.9%

2.7%

1.3%

1.7%

4.3%

5.3%

6.0%

1.9%

4.1%

7.9%

4.2%

0.0%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢
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４. 居場所について 

問９ 次の場所は、今のあなたにとってほっとできる場所、または安心できる場所になっ

ていますか。（１～６のそれぞれ１つに○） 

肯定的意見（「そう思う」と「どちらかといえば、そう思う」の合計）が多い項目は、「家庭」

（92.9%）、「自分の部屋」（84.5%）となっています。家庭外では、「学校、職場」（58.5%）が最も

多くなっています。 

一方、「インターネット空間（SNS、オンラインゲームなど）」は（51.9%）となっています。 

図表 問９ 居場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない

そう思わない あてはまるものはない、わからない 無回答

66.7%

66.2%

18.3%

17.8%

13.7%

22.1%

17.8%

26.7%

40.2%

32.1%

21.1%

29.8%

0.8%

2.8%

23.4%

16.8%

8.9%

14.5%

3.1%

1.5%

5.3%

2.5%

2.8%

5.6%

11.2%

2.3%

10.9%

28.8%

51.4%

26.7%

0.5%

0.5%

1.8%

2.0%

2.0%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分の部屋

家庭

学校、職場

地域にある居場所

その他の活動

インターネット空間

(N=393)
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図表 問９ 居場所 自分の部屋（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問９ 居場所 家庭（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない

そう思わない あてはまるものはない、わからない 無回答

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない

そう思わない あてはまるものはない、わからない 無回答

68.3%

65.6%

80.6%

83.0%

70.3%

59.2%

54.6%

16.8%

18.1%

14.9%

9.4%

16.2%

22.4%

21.0%

0.0%

1.3%

0.0%

1.9%

1.4%

1.3%

0.0%

3.1%

3.1%

1.5%

0.0%

2.7%

6.6%

3.4%

11.2%

11.5%

3.0%

3.8%

8.1%

10.5%

21.0%

0.6%

0.4%

0.0%

1.9%

1.4%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

65.8%

66.5%

67.2%

75.5%

70.3%

55.3%

65.5%

27.3%

26.4%

26.9%

20.8%

24.3%

30.3%

28.6%

4.3%

1.8%

1.5%

1.9%

4.1%

3.9%

2.5%

0.6%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

6.6%

0.8%

1.9%

2.6%

1.5%

1.9%

1.4%

3.9%

2.5%

0.0%

0.9%

3.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢
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図表 問９ 居場所 学校、職場（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問９ 居場所 地域にある居場所 （性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない

そう思わない あてはまるものはない、わからない 無回答

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない

そう思わない あてはまるものはない、わからない 無回答

17.4%

19.4%

26.9%

30.2%

13.5%

9.2%

16.8%

43.5%

38.8%

47.8%

41.5%

36.5%

36.8%

40.3%

24.2%

21.6%

13.4%

9.4%

24.3%

30.3%

30.3%

5.0%

5.7%

6.0%

5.7%

4.1%

7.9%

4.2%

8.1%

12.8%

3.0%

11.3%

20.3%

13.2%

8.4%

1.9%

1.8%

3.0%

1.9%

1.4%

2.6%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

性

別

年

齢

16.8%

18.9%

28.4%

26.4%

14.9%

11.8%

12.6%

31.1%

33.0%

26.9%

26.4%

33.8%

30.3%

37.8%

14.9%

18.1%

16.4%

9.4%

12.2%

21.1%

21.0%

1.9%

2.6%

3.0%

7.5%

2.7%

1.3%

0.8%

34.2%

24.7%

22.4%

24.5%

36.5%

32.9%

26.9%

1.2%

2.6%

3.0%

5.7%

0.0%

2.6%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢
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図表 問９ 居場所 その他の活動（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問９ 居場所 インターネット空間（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない

そう思わない あてはまるものはない、わからない 無回答

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない

そう思わない あてはまるものはない、わからない 無回答

17.4%

11.5%

23.9%

20.8%

14.9%

3.9%

10.1%

22.4%

19.8%

31.3%

20.8%

20.3%

18.4%

17.6%

11.8%

7.0%

11.9%

5.7%

5.4%

14.5%

7.6%

4.3%

1.3%

0.0%

5.7%

2.7%

6.6%

0.8%

42.2%

58.1%

29.9%

45.3%

54.1%

53.9%

63.9%

1.9%

2.2%

3.0%

1.9%

2.7%

2.6%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

24.2%

21.1%

28.4%

41.5%

24.3%

11.8%

15.1%

29.8%

30.4%

29.9%

28.3%

24.3%

36.8%

29.4%

13.7%

15.0%

14.9%

7.5%

12.2%

22.4%

14.3%

6.2%

4.8%

6.0%

3.8%

8.1%

3.9%

5.9%

24.2%

27.8%

17.9%

17.0%

29.7%

25.0%

35.3%

1.9%

0.9%

3.0%

1.9%

1.4%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢
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問 10 家や学校、職場以外に、どんな場所があるとよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

若者が求める居場所として、「趣味や好きなことを楽しめる場」（58.3%）が最も多く、次いで

「運動や身体を動かせる場」（50.6%）、「自由に過ごせるスペース」（48.9%）となっています。 

図表 問 10 あるとよい場所（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 10 あるとよい場所(MA)（性別、年齢別） 

 
 

  

自由に過ご
せるスペー
ス

趣味や好き
なことを楽
しめる場

勉強や作業
に集中でき
る場

仲間と交流
できる場

運動や身体
を動かせる
場

困ったとき
に相談でき
る場

若者だけで
利用できる
場

イベントや
学びの機会
が得られる
場

その他 有効回答数

77 102 53 59 83 48 17 38 4 161

47.8% 63.4% 32.9% 36.6% 51.6% 29.8% 10.6% 23.6% 2.5% 100.0%
112 124 89 75 113 77 27 79 10 227

49.3% 54.6% 39.2% 33.0% 49.8% 33.9% 11.9% 34.8% 4.4% 100.0%
39 39 27 24 27 15 4 14 2 67

58.2% 58.2% 40.3% 35.8% 40.3% 22.4% 6.0% 20.9% 3.0% 100.0%
24 29 22 21 23 16 7 8 2 53

45.3% 54.7% 41.5% 39.6% 43.4% 30.2% 13.2% 15.1% 3.8% 100.0%
39 47 26 31 40 28 14 29 4 74

52.7% 63.5% 35.1% 41.9% 54.1% 37.8% 18.9% 39.2% 5.4% 100.0%
36 43 25 25 38 29 7 22 0 76

47.4% 56.6% 32.9% 32.9% 50.0% 38.2% 9.2% 28.9% 0.0% 100.0%
53 70 41 34 67 38 12 46 5 119

44.5% 58.8% 34.5% 28.6% 56.3% 31.9% 10.1% 38.7% 4.2% 100.0%

192 229 144 135 199 128 44 120 14 393

48.9% 58.3% 36.6% 34.4% 50.6% 32.6% 11.2% 30.5% 3.6% 100.0%

性別

25～29歳

30～34歳

35～39歳

年齢

合計

男性

女性

15～19歳

20～24歳

48.9%

58.3%

36.6%

34.4%

50.6%

32.6%

11.2%

30.5%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自由に過ごせるスペース

趣味や好きなことを楽しめる場

勉強や作業に集中できる場

仲間と交流できる場

運動や身体を動かせる場

困ったときに相談できる場

若者だけで利用できる場

イベントや学びの機会が得られる場

その他

(N=393)
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問 11 あなたは孤独であると感じることがありますか。（１つに○） 

「ほとんど感じない」（38.9%）、「まったく感じない」（24.2%）と半数以上は孤独感を強く感じ

ていませんが、「いつも感じる」（4.6%）、「ときどき感じる」（28.0%）を合わせた 32.6%の若者が

孤独を感じています。 

図表 問 11 孤独感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 11 孤独感（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.6%

28.0%

38.9%

24.2%

3.8%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

いつも感じる

ときどき感じる

ほとんど感じない

まったく感じない

わからない・答えられない

無回答

(N=393)

5.0%

4.4%

3.0%

5.7%

5.4%

2.6%

5.9%

24.8%

30.4%

32.8%

20.8%

24.3%

34.2%

26.1%

39.8%

37.4%

40.3%

41.5%

35.1%

38.2%

41.2%

24.8%

24.2%

19.4%

26.4%

29.7%

21.1%

23.5%

5.0%

3.1%

3.0%

5.7%

5.4%

2.6%

3.4%

0.6%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

1.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

いつも感じる ときどき感じる ほとんど感じない

まったく感じない わからない・答えられない 無回答
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５. 普段の過ごし方について 

問 12－１ 布団やベッドに入ってすぐ眠れますか。 

「よく眠れる」が 53.9%と多くなっている一方で、「眠れない」（「ときどき眠れないときがある」

と「なかなか眠れない」の合計）が 44.8%となっています。 

図表 問 12-1 すぐに眠れるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 12-1 すぐに眠れるか（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.9%

32.3%

12.5%

1.0%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

よく眠れる

ときどき眠れないときがある

なかなか眠れない

その他

無回答

(N=393)

60.2%

49.8%

55.2%

60.4%

47.3%

44.7%

60.5%

26.7%

35.7%

23.9%

28.3%

36.5%

43.4%

28.6%

11.8%

13.2%

19.4%

9.4%

16.2%

11.8%

8.4%

1.2%

0.9%

0.0%

1.9%

0.0%

0.0%

2.5%

0.0%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

よく眠れる ときどき眠れないときがある なかなか眠れない その他 無回答



50 

問 12－２ 睡眠時間は足りていますか。 

「まあ足りている」（49.1%）が最も多く、「十分足りている」（21.4%）と合わせて 70.5%が睡眠

時間は足りていると回答しています。一方で、「あまり足りていない」（25.4%）、「全く足りていな

い」（3.8%）となっており、約 3割（29.2%）の若者は睡眠時間の不足を感じています。 

図表 問 12-2 睡眠時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 12-2 睡眠時間（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.4%

49.1%

25.4%

3.8%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

十分足りている

まあ足りている

あまり足りていない

全く足りていない

無回答

(N=393)

十分足りている まあ足りている あまり足りていない 全く足りていない 無回答

23.0%

20.3%

26.9%

24.5%

27.0%

13.2%

19.3%

47.2%

50.2%

49.3%

50.9%

47.3%

51.3%

47.1%

24.2%

26.4%

16.4%

24.5%

23.0%

31.6%

29.4%

5.6%

2.6%

6.0%

0.0%

2.7%

3.9%

4.2%

0.0%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢
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問 12－３ あなたが自宅でよくしていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「スマートフォンやテレビで動画や SNS をみる」が 88.0%で特に多くなっています。次いで「趣

味や好きなことをする（ゲーム、読書、料理など）」（60.1%）、「家事・育児・介護をしている」

（39.9%）となっています。 

図表 問 12-3 自宅でよくしていること（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 12-3 自宅でよくしていること(MA)（性別、年齢別） 

 
 

  

スマート
フォンやテ
レビで動画
やSNSをみ
る

趣味や好き
なことをす
る（ゲー
ム、読書、
料理など）

運動やリ
ラックスを
する（スト
レッチ、休
息など）

仕事をして
いる

勉強をして
いる

家事・育
児・介護を
している

その他 有効回答数

144 108 42 18 26 40 1 161

89.4% 67.1% 26.1% 11.2% 16.1% 24.8% 0.6% 100.0%

198 126 46 21 29 113 4 227

87.2% 55.5% 20.3% 9.3% 12.8% 49.8% 1.8% 100.0%

61 42 14 0 22 2 1 67

91.0% 62.7% 20.9% 0.0% 32.8% 3.0% 1.5% 100.0%

48 35 8 4 9 6 2 53

90.6% 66.0% 15.1% 7.5% 17.0% 11.3% 3.8% 100.0%

68 47 19 8 10 30 1 74

91.9% 63.5% 25.7% 10.8% 13.5% 40.5% 1.4% 100.0%

66 45 17 6 3 37 0 76

86.8% 59.2% 22.4% 7.9% 3.9% 48.7% 0.0% 100.0%

101 67 33 19 11 80 0 119

84.9% 56.3% 27.7% 16.0% 9.2% 67.2% 0.0% 100.0%

346 236 91 40 55 157 5 393

88.0% 60.1% 23.2% 10.2% 14.0% 39.9% 1.3% 100.0%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

合計

男性

女性

15～19歳

性別

年齢

88.0%

60.1%

23.2%

10.2%

14.0%

39.9%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

スマートフォンやテレビで動画や

SNSをみる

趣味や好きなことをする

（ゲーム、読書、料理など）

運動やリラックスをする

（ストレッチ、休息など）

仕事をしている

勉強をしている

家事・育児・介護をしている

その他

(N=393)
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６. 将来の希望について 

問 13 あなたは、将来の夢がありますか。（１つに○） 

「ある」と回答した人は 40.2%となっています。一方で、「まだ明確に決まっていない」（31.3%）、

「ない」（28.2%）を合わせると、約 6割（59.5%）が将来の夢が未定または無い状態です。 

図表 問 13 将来の夢 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 13 将来の夢（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.2%

31.3%

28.2%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ある

まだ明確に決まっていない

ない

無回答

(N=393)

ある まだ明確に決まっていない ない 無回答

44.7%

37.4%

47.8%

41.5%

37.8%

30.3%

42.9%

29.2%

32.6%

35.8%

35.8%

36.5%

27.6%

26.1%

25.5%

30.0%

16.4%

22.6%

25.7%

42.1%

31.1%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢
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問 14 問 13 で「1．ある」または「2.まだ明確に決まっていない」と回答された方へおた

ずねします。あなたの将来の夢について、現在の到達度はどれくらいですか。 

（５段階中あてはまる数字に１つに○） 

到達度については、「3」（37.7%）が最も多く、夢に向かって中間的な達成度にあると認識して

いる若者が多くなっています。 

図表 問 14 夢の到達度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 14 夢の到達度（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.9%

28.1%

37.7%

12.1%

2.1%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1（到達できていない）

2

3

4

5（到達できている）

無回答

(N=281)

16.8%

20.8%

25.0%

14.6%

20.0%

15.9%

17.1%

28.6%

27.7%

25.0%

31.7%

23.6%

25.0%

31.7%

42.9%

33.3%

41.1%

29.3%

41.8%

52.3%

30.5%

9.2%

14.5%

7.1%

17.1%

10.9%

6.8%

17.1%

1.7%

2.5%

0.0%

7.3%

1.8%

0.0%

2.4%

0.8%

1.3%

1.8%

0.0%

1.8%

0.0%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=119)

女性(N=159)

15～19歳(N=56)

20～24歳(N=41)

25～29歳(N=55)

30～34歳(N=44)

35～39歳(N=82)

性

別

年

齢

1（到達できていない） 2 3 4 5（到達できている） 無回答
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問 15 あなたは、自分の将来について明るい希望を持っていますか。（１つに○） 

「持っている」（23.9%）、「どちらかといえば持っている」（38.9%）を合わせると 62.8%が将来

に希望を持っています。一方で、「持っていない」（11.5%）、「どちらかといえば持っていない」

（15.0%）を合わせた 26.5%は希望を持てていません。 

図表 問 15 将来への希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 15 将来への希望（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.9%

38.9%

15.0%

11.5%

10.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

持っている

どちらかといえば持っている

どちらかといえば持っていない

持っていない

わからない・答えられない

(N=393)

持っている どちらかといえば持っている どちらかといえば持っていない

持っていない わからない・答えられない

24.8%

23.3%

29.9%

30.2%

24.3%

17.1%

20.2%

33.5%

42.3%

43.3%

28.3%

43.2%

32.9%

42.9%

18.6%

12.8%

9.0%

17.0%

9.5%

23.7%

16.0%

9.9%

12.3%

11.9%

9.4%

14.9%

14.5%

8.4%

13.0%

9.3%

6.0%

15.1%

8.1%

11.8%

12.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別
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問 16 問５で「１．結婚したことがない（未婚）」または「４．結婚したことはあるが、

今はそうではない（離婚または死別した）」と回答した方にお聞きします。 

あなたは、将来、結婚したいと思いますか。（１つに○） 

「いずれは結婚したいと思う」が（45.5%）と最も多い一方で、「結婚してもしなくてもどちら

でもいい」（23.5%）、「結婚したいと思わない」（12.7%）と、結婚に対する意識は多様化している

ことがうかがえます。 

図表 問 16 結婚感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 16 結婚感（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.8%

45.5%

23.5%

12.7%

13.6%

0.5%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

近いうちに結婚の予定がある

いずれは結婚したいと思う

結婚してもしなくてもどちらでもいい

結婚したいと思わない

わからない・答えられない

その他

無回答

(N=213)

近いうちに結婚の予定がある いずれは結婚したいと思う 結婚してもしなくてもどちらでもいい

結婚したいと思わない わからない・答えられない その他

無回答

2.0%

3.6%

0.0%

2.1%

8.3%

2.9%

3.7%

45.0%

46.4%

51.5%

60.4%

52.8%

28.6%

18.5%

19.0%

27.7%

18.2%

20.8%

16.7%

37.1%

33.3%

15.0%

9.8%

7.6%

14.6%

11.1%

20.0%

14.8%

18.0%

9.8%

21.2%

0.0%

11.1%

8.6%

25.9%

1.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.7%

0.0%

2.7%

1.5%

2.1%

0.0%

2.9%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=100)

女性(N=112)

15～19歳(N=66)

20～24歳(N=48)

25～29歳(N=36)

30～34歳(N=35)

35～39歳(N=27)

年

齢

性

別

年

齢

性

別
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問 17 あなたは、こどもを何人もちたいですか。また、現状、こどもは何人いますか。 

（希望と現状それぞれ１つに○） 

「こどもをもちたい」では、「２人」が 38.2%で最も多く、次いで「３人」（19.3%）となってい

ます。一方で、「わからない・答えられない」が 21.6%、「こどもは欲しくない」が 9.7%と、子ど

もを持つことについて決めかねている層や望まない層も存在します。 

現状では、回答者の半数以上が「こどもはいない」（52.2%）と回答しています。 

図表 問 17 こどものこと（希望） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 17 こどものこと（現状） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.3%

38.2%

19.3%

2.0%

1.0%

9.7%

21.6%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1人

2人

3人

4人

5人以上

こどもは欲しくない

わからない・答えられない

無回答

(N=393)

52.2%

17.6%

14.2%

6.1%

1.3%

0.0%

8.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

こどもはいない

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

(N=393)
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図表 問 17 こどものこと（希望）（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 17 こどものこと（現状）（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1人 2人 3人 4人 5人以上 こどもは欲しくない わからない・答えられない 無回答

こどもはいない 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答

6.8%

4.4%

1.5%

9.4%

2.7%

6.6%

5.9%

39.8%

37.0%

35.8%

37.7%

48.6%

34.2%

37.0%

11.8%

24.2%

16.4%

18.9%

23.0%

17.1%

20.2%

1.9%

2.2%

0.0%

1.9%

1.4%

1.3%

4.2%

1.2%

0.9%

0.0%

0.0%

2.7%

0.0%

0.8%

8.7%

10.6%

9.0%

17.0%

8.1%

9.2%

8.4%

27.3%

17.6%

35.8%

15.1%

13.5%

30.3%

16.0%

2.5%

3.1%

1.5%

0.0%

0.0%

1.3%

7.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

年

齢

性

別

60.9%

46.3%

88.1%

79.2%

58.1%

46.1%

21.8%

14.9%

19.4%

0.0%

9.4%

27.0%

23.7%

20.2%

9.3%

17.6%

0.0%

3.8%

5.4%

23.7%

26.9%

5.6%

6.2%

0.0%

0.0%

2.7%

0.0%

17.6%

0.6%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

1.3%

3.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

8.7%

8.8%

11.9%

7.5%

6.8%

5.3%

10.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

年

齢

性

別
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７. 相談について 

問 18 あなたは、悩みごとや困りごとについて相談できる人はいますか。（１つに○） 

「いる」と回答した人が 88.5%と多数を占めており、悩みについて相談できる環境にある若者

が多いことがわかります。 

図表 問 18 相談できる人 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 18 相談できる人（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

88.5%

10.9%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

いる

いない

無回答

(N=393)

いる いない 無回答

84.5%

92.1%

92.5%

96.2%

94.6%

82.9%

84.0%

14.3%

7.9%

7.5%

3.8%

5.4%

17.1%

15.1%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

年

齢

性

別



59 

問 19 問 18 で「１．いる」と回答された方へおたずねします。 

悩みごとや困りごとについて、だれに相談しますか。（あてはまるものすべてに◯） 

相談相手としては、「親」（72.1%）が最も多く、次いで「友人」（64.4%）、「配偶者（パートナー）」

（45.7%）となっています。 

図表 問 19 相談する相手（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 19 相談する相手(MA)（性別、年齢別） 

 
 

  

親
配偶者

（パート
ナー）

兄弟姉妹
その他の家
族や親族

学校の先生
や職場の上
司・同僚

友人 専門家
地域や近隣

の人

インター
ネットでつ
ながりのあ

る人

公的な相談
窓口

その他 有効回答数

91 50 39 13 32 82 6 3 10 5 0 136

66.9% 36.8% 28.7% 9.6% 23.5% 60.3% 4.4% 2.2% 7.4% 3.7% 0.0% 100.0%

158 106 84 33 40 142 10 10 16 8 3 209

75.6% 50.7% 40.2% 15.8% 19.1% 67.9% 4.8% 4.8% 7.7% 3.8% 1.4% 100.0%

53 3 26 7 11 45 2 3 4 1 0 62

85.5% 4.8% 41.9% 11.3% 17.7% 72.6% 3.2% 4.8% 6.5% 1.6% 0.0% 100.0%

36 10 15 5 8 34 1 0 6 1 1 51

70.6% 19.6% 29.4% 9.8% 15.7% 66.7% 2.0% 0.0% 11.8% 2.0% 2.0% 100.0%

53 34 33 7 17 38 3 1 4 5 1 70

75.7% 48.6% 47.1% 10.0% 24.3% 54.3% 4.3% 1.4% 5.7% 7.1% 1.4% 100.0%

47 39 19 8 10 46 4 3 4 4 0 63

74.6% 61.9% 30.2% 12.7% 15.9% 73.0% 6.3% 4.8% 6.3% 6.3% 0.0% 100.0%

61 72 30 20 26 59 6 7 8 2 1 100

61.0% 72.0% 30.0% 20.0% 26.0% 59.0% 6.0% 7.0% 8.0% 2.0% 1.0% 100.0%

251 159 124 47 72 224 16 14 26 13 3 348

72.1% 45.7% 35.6% 13.5% 20.7% 64.4% 4.6% 4.0% 7.5% 3.7% 0.9% 100.0%

性別

年齢 25～29歳

30～34歳

35～39歳

合計

男性

女性

15～19歳

20～24歳

72.1%

45.7%

35.6%

13.5%

20.7%

64.4%

4.6%

4.0%

7.5%

3.7%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

親

配偶者（パートナー）

兄弟姉妹

その他の家族や親族

学校の先生や職場の上司・同僚

友人

専門家

地域や近隣の人

インターネットでつながりのある人

公的な相談窓口

その他

(N=348)
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問 20 問 18 で「２．いない」と回答された方へおたずねします。 

悩みごとや困りごとについて、誰にも相談できない／したくない理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに◯） 

相談できない理由では「誰に相談したらいいかわからない・相談できる人がいない」（44.2%）

が最も多く、次いで「上手く話ができる自信がない」（41.9%）、「自分のことを知られたくない」

（37.2%）となっています。 

図表 問 20 相談できない理由（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 20 相談できない理由(MA)（性別、年齢別） 

 
  

誰に相談し
たらいいか
わからな
い・相談で
きる人がい
ない

上手く話が
できる自信
がない

自分のこと
を知られた
くない

何を聞かれ
るか不安で
ある

どのような
相談機関が
あるか分か
らない

経済的な負
担が心配で
ある

相談の必要
があると
思っていな
い

解決できな
いのではな
いかと思う

かつて相談
して解決に
至らなかっ
た

相談して嫌
な思いをし
たことがあ
る

その他 有効回答数

9 10 10 6 1 2 7 10 2 5 0 23

39.1% 43.5% 43.5% 26.1% 4.3% 8.7% 30.4% 43.5% 8.7% 21.7% 0.0% 100.0%

10 8 6 2 4 4 2 2 3 6 4 18

55.6% 44.4% 33.3% 11.1% 22.2% 22.2% 11.1% 11.1% 16.7% 33.3% 22.2% 100.0%

4 3 1 1 1 0 1 1 0 2 0 5

80.0% 60.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0% 100.0%

0 0 1 0 0 0 2 0 0 1 0 2

0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0%

2 1 1 1 1 1 1 2 0 1 0 4

50.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0% 100.0%

7 6 5 0 0 1 0 2 3 4 3 13

53.8% 46.2% 38.5% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 15.4% 23.1% 30.8% 23.1% 100.0%

6 8 8 6 3 4 5 7 2 3 2 18

33.3% 44.4% 44.4% 33.3% 16.7% 22.2% 27.8% 38.9% 11.1% 16.7% 11.1% 100.0%

19 18 16 8 5 6 9 13 5 11 5 43

44.2% 41.9% 37.2% 18.6% 11.6% 14.0% 20.9% 30.2% 11.6% 25.6% 11.6% 100.0%

性別

年齢

合計

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

男性

女性

44.2%

41.9%

37.2%

18.6%

11.6%

14.0%

20.9%

30.2%

11.6%

25.6%

11.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

誰に相談したらいいかわからない・

相談できる人がいない

上手く話ができる自信がない

自分のことを知られたくない

何を聞かれるか不安である

どのような相談機関があるか分からない

経済的な負担が心配である

相談の必要があると思っていない

解決できないのではないかと思う

かつて相談して解決に至らなかった

相談して嫌な思いをしたことがある

その他

(N=43)
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問 21 相談窓口について、知っているものはありますか。（あてはまるものすべてに◯） 

最も認知度が高い相談窓口は、「高島市こども家庭センター、少年センター・あすくる高島」

（30.5%）が最も多く、次いで「たかしま結びと育ちの応援団」（20.9%）、「高島市児童発達支援セ

ンター エール」（19.1%）となっています。その他の窓口の認知度は相対的に低く、「つながり応

援センターよろず」は 5.3%となっています。 

知っている相談窓口は、年齢によって差がみられます。 

図表 問 21 知っている相談窓口（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 21 知っている相談窓口(MA)（性別、年齢別） 

 
  

高島市こど
も家庭セン
ター、少年
センター・
あすくる高
島

つながり応
援センター
よろず

高島市児童
発達支援セ
ンター
エール

湖西地域
働き・暮ら
し応援セン
ター

たかしま結
びと育ちの
応援団

滋賀県こど
も・子育て
応援セン
ター（ここ
ろんだいや
る）

LINE相談
こころのサ
ポートしが

その他 有効回答数

47 10 20 12 24 20 24 2 161

29.2% 6.2% 12.4% 7.5% 14.9% 12.4% 14.9% 1.2% 100.0%

73 11 55 18 57 26 42 2 227

32.2% 4.8% 24.2% 7.9% 25.1% 11.5% 18.5% 0.9% 100.0%

20 1 1 4 9 9 21 0 67

29.9% 1.5% 1.5% 6.0% 13.4% 13.4% 31.3% 0.0% 100.0%

16 2 3 2 3 7 6 0 53

30.2% 3.8% 5.7% 3.8% 5.7% 13.2% 11.3% 0.0% 100.0%

17 3 7 4 19 5 7 2 74

23.0% 4.1% 9.5% 5.4% 25.7% 6.8% 9.5% 2.7% 100.0%

27 3 17 8 17 13 9 1 76

35.5% 3.9% 22.4% 10.5% 22.4% 17.1% 11.8% 1.3% 100.0%

40 12 47 12 33 13 24 1 119

33.6% 10.1% 39.5% 10.1% 27.7% 10.9% 20.2% 0.8% 100.0%

120 21 75 30 82 47 67 5 393

30.5% 5.3% 19.1% 7.6% 20.9% 12.0% 17.0% 1.3% 100.0%

25～29歳

30～34歳

35～39歳

性別

年齢

合計

男性

女性

15～19歳

20～24歳

30.5%

5.3%

19.1%

7.6%

20.9%

12.0%

17.0%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

高島市こども家庭センター、

少年センター・あすくる高島

つながり応援センターよろず

高島市児童発達支援センター エール

湖西地域 働き・暮らし応援センター

たかしま結びと育ちの応援団

滋賀県こども・子育て応援センター

（こころんだいやる）

LINE相談 こころのサポートしが

その他

(N=393)
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８. 子どもの権利について 

問 22 こうした「子どもの権利」があることは知っていましたか。（１つに○） 

「知っている」（38.7%）と「聞いたことはある」（32.1%）を合わせた 70.8%が認知しています

が、「知らなかった」と回答した若者も 29.0%となっています。 

図表 問 22 子どもの権利 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 22 子どもの権利（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.7%

32.1%
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0.3%
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知らなかった

無回答

(N=393)

知っている 聞いたことはある 知らなかった 無回答

33.5%

43.2%

31.3%

43.4%

37.8%

40.8%

41.2%

34.8%

29.1%

28.4%

26.4%

37.8%

34.2%

31.1%

31.7%

27.3%

38.8%

30.2%

24.3%

25.0%

27.7%

0.0%

0.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢
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問 23 「子どもの権利」には、具体的に次のようなものがあります。 

大切だと思う項目について、教えてください。（あてはまるものすべてに〇） 

最も大切だと認識されている権利は「安心して生活できること」（90.3%）、次いで、「自分が学

びたいことを学び、十分な教育を受け、成長していくこと」（79.6%）、「暴力やひどいことから守

られること」（77.4%）など、生活の安全・保障と教育に関する権利が高く評価されています。 

図表 問 23 子どもの権利で大切な項目（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 23 子どもの権利で大切な項目(MA)（性別、年齢別） 

 

  

安心して生
活できるこ
と

病院へ行く
など、健康
を守っても
らえること

自分の意見
が自由に発
言でき、聞
いてもらえ
ること

自分が学び
たいことを
学び、十分
な教育を受
け、成長し
ていくこと

スポーツや
芸術などの
活動に参加
できること

差別されな
いこと

悪口を言わ
れず、仲間
はずれにさ
れないこと

暴力やひど
いことから
守られるこ
と

周りの大人
が、子ども
の立場に立
ち、より良
い方法を考
えてくれる
こと

自分が落ち
着く居場所
があること

その他 有効回答数

139 109 110 123 98 118 106 114 93 114 6 161

86.3% 67.7% 68.3% 76.4% 60.9% 73.3% 65.8% 70.8% 57.8% 70.8% 3.7% 100.0%

212 179 179 187 142 173 158 186 150 185 8 227

93.4% 78.9% 78.9% 82.4% 62.6% 76.2% 69.6% 81.9% 66.1% 81.5% 3.5% 100.0%

58 43 46 49 35 47 42 46 36 48 0 67

86.6% 64.2% 68.7% 73.1% 52.2% 70.1% 62.7% 68.7% 53.7% 71.6% 0.0% 100.0%

49 39 40 43 29 38 34 37 35 41 3 53

92.5% 73.6% 75.5% 81.1% 54.7% 71.7% 64.2% 69.8% 66.0% 77.4% 5.7% 100.0%

69 54 55 63 52 55 52 57 50 59 2 74

93.2% 73.0% 74.3% 85.1% 70.3% 74.3% 70.3% 77.0% 67.6% 79.7% 2.7% 100.0%

71 61 55 59 46 64 54 65 51 59 3 76

93.4% 80.3% 72.4% 77.6% 60.5% 84.2% 71.1% 85.5% 67.1% 77.6% 3.9% 100.0%

105 91 94 97 78 88 83 96 72 92 6 119

88.2% 76.5% 79.0% 81.5% 65.5% 73.9% 69.7% 80.7% 60.5% 77.3% 5.0% 100.0%

355 291 293 313 243 295 267 304 247 302 15 393

90.3% 74.0% 74.6% 79.6% 61.8% 75.1% 67.9% 77.4% 62.8% 76.8% 3.8% 100.0%

25～29歳

30～34歳

35～39歳

性別

年齢

合計

男性

女性

15～19歳

20～24歳

90.3%

74.0%

74.6%

79.6%

61.8%

75.1%

67.9%

77.4%

62.8%

76.8%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

安心して生活できること

病院へ行くなど、健康を守ってもらえること

自分の意見が自由に発言でき、

聞いてもらえること

自分が学びたいことを学び、十分な教育を受け、

成長していくこと

スポーツや芸術などの活動に参加できること

差別されないこと

悪口を言われず、仲間はずれにされないこと

暴力やひどいことから守られること

周りの大人が、子どもの立場に立ち、

より良い方法を考えてくれること

自分が落ち着く居場所があること

その他

(N=393)
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問 24 国や高島市に、あなたの考えや思っていることを聞いてほしいと思いますか。 

（１つに○） 

「そう思う」（21.9%）と「だいたいそう思う」（32.3%）を合わせ、過半数（54.2%）が国や市に

意見を伝えたいと考えていますが、「あまりそう思わない」（33.6%）、「そう思わない」（11.7%）と

否定的な層も約半数（45.3%）存在します。 

図表 問 24 国や高島市への思い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 24 国や高島市への思い（性別、年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.9%

32.3%

33.6%

11.7%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

そう思う

だいたいそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

(N=393)

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

21.7%

22.0%

16.4%

9.4%

27.0%

23.7%

25.2%

33.5%

31.3%

32.8%

24.5%

41.9%

27.6%

31.9%

32.3%

34.4%

31.3%

49.1%

24.3%

40.8%

30.3%

12.4%

11.5%

17.9%

17.0%

6.8%

6.6%

12.6%

0.0%

0.9%

1.5%

0.0%

0.0%

1.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=161)

女性(N=227)

15～19歳(N=67)

20～24歳(N=53)

25～29歳(N=74)

30～34歳(N=76)

35～39歳(N=119)

年

齢

性

別
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問 25 問 24 で「１．」または「２．」に回答された方へおたずねします。 

どんな方法があればあなたの考えや思いが伝えやすいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

意見の伝達方法は、「SNS を通じた意見募集」（71.4%）が特に多くなっています。次いで「市役

所や公共施設に設置された意見箱」（35.2%）、「自分の意見が国や高島市でどう役立ったのか教え

てもらうこと」（31.0%）が挙げられています。 

図表 問 25 伝える方法(MA) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 25 伝える方法(MA)（性別、年齢別） 

 
  

面談や意見
交換会への
参加

オンライン
の会議への
参加やウェ
ビナー
（ウェブセ
ミナー、オ
ンラインセ
ミナー）の
活用

SNSを通じ
た意見募集

市役所や公
共施設に設
置された意
見箱

自分の意見
が国や高島
市でどう役
立ったのか
教えてもら
うこと

その他 有効回答数

15 17 54 31 32 4 89

16.9% 19.1% 60.7% 34.8% 36.0% 4.5% 100.0%

25 15 96 42 32 6 121

20.7% 12.4% 79.3% 34.7% 26.4% 5.0% 100.0%

4 5 28 12 10 1 33

12.1% 15.2% 84.8% 36.4% 30.3% 3.0% 100.0%

5 2 13 5 3 1 18

27.8% 11.1% 72.2% 27.8% 16.7% 5.6% 100.0%

4 4 37 16 15 1 51

7.8% 7.8% 72.5% 31.4% 29.4% 2.0% 100.0%

8 4 24 13 14 3 39

20.5% 10.3% 61.5% 33.3% 35.9% 7.7% 100.0%

18 16 48 29 22 4 68

26.5% 23.5% 70.6% 42.6% 32.4% 5.9% 100.0%

40 32 152 75 66 10 213

18.8% 15.0% 71.4% 35.2% 31.0% 4.7% 100.0%

25～29歳

30～34歳

35～39歳

性別

年齢

合計

男性

女性

15～19歳

20～24歳

18.8%

15.0%

71.4%

35.2%

31.0%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

面談や意見交換会への参加

オンラインの会議への参加や

ウェビナーの活用

SNSを通じた意見募集

市役所や公共施設に設置された意見箱

自分の意見が国や高島市でどう

役立ったのか教えてもらうこと

その他

(N=213)
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９. 高島市について 

問 26 これからも高島市に住みたいと思いますか。（１つに○） 

「はい」と回答した人が（58.0%）過半数を超えています。しかし、「わからない・答えられな

い」（31.6%）も約 3割を占めており、将来の居住地について明確な意思決定をしていない層も多

いことがわかります。 

図表 問 26 これからも高島市に住みたいか 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 26 これからも高島市に住みたいか（性別、年齢別） 
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(N=393)

はい いいえ わからない・答えられない
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59.0%

40.3%

52.8%

60.8%

64.5%
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11.9%
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18.9%

9.5%

6.6%

4.2%

34.2%

29.1%

41.8%

28.3%

29.7%

28.9%

31.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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女性(N=227)
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25～29歳(N=74)
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35～39歳(N=119)

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年

齢

性

別

年
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年
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齢
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別
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問 27 問 26 で「２．いいえ」と回答された方へおたずねします。 

高島市以外の地域に住みたい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに◯） 

市外への居住を望む理由として、「もっと便利で都会的な生活を送りたい」（75.6%）、「仕事の選

択肢を広げたい」（56.1%）が大きな理由として挙げられています。 

図表 問 27 高島市以外に住みたい理由(MA) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 27 高島市以外に住みたい理由(MA)（性別、年齢別） 

 

  

より自然豊
かな場所で
暮らしたい

もっと便利
で都会的な
生活を送り
たい

仕事の選択
肢を広げた
い

より良い教
育環境を求
めたい

趣味や興味
を深めたい

親や子ども
の近くに住
みたい

新しい人間
関係を築き
たい

その他 有効回答数

0 12 6 1 3 3 1 1 14

0.0% 85.7% 42.9% 7.1% 21.4% 21.4% 7.1% 7.1% 100.0%

2 19 17 6 9 1 7 3 27

7.4% 70.4% 63.0% 22.2% 33.3% 3.7% 25.9% 11.1% 100.0%

1 9 8 1 3 0 3 1 12

8.3% 75.0% 66.7% 8.3% 25.0% 0.0% 25.0% 8.3% 100.0%

0 9 10 2 2 0 2 0 10

0.0% 90.0% 100.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 100.0%

1 4 1 0 4 2 2 0 7

14.3% 57.1% 14.3% 0.0% 57.1% 28.6% 28.6% 0.0% 100.0%

0 3 1 3 2 0 1 1 5

0.0% 60.0% 20.0% 60.0% 40.0% 0.0% 20.0% 20.0% 100.0%

0 4 3 1 1 2 0 2 5

0.0% 80.0% 60.0% 20.0% 20.0% 40.0% 0.0% 40.0% 100.0%

2 31 23 7 12 4 8 4 41

4.9% 75.6% 56.1% 17.1% 29.3% 9.8% 19.5% 9.8% 100.0%

25～29歳

30～34歳

35～39歳

性別

年齢

合計

男性

女性

15～19歳

20～24歳

4.9%

75.6%

56.1%

17.1%

29.3%

9.8%

19.5%

9.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

より自然豊かな場所で暮らしたい

もっと便利で都会的な生活を送りたい

仕事の選択肢を広げたい

より良い教育環境を求めたい

趣味や興味を深めたい

親や子どもの近くに住みたい

新しい人間関係を築きたい

その他

(N=41)
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問 28 これまでに高島市以外の地域に住んだことはありますか。（１つに○） 

回答者の 62.1%が、これまでに高島市以外の地域に住んだ経験があると回答しています。 

図表 問 28 高島市以外に住んだことがあるか 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 28 高島市以外に住んだことがあるか（性別、年齢別） 
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36.6%

36.1%
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はい いいえ 無回答
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問 29 高島市のよいところ、改善が必要なところをそれぞれ自由にお書きください。 

「高島市のよいところ、改善が必要なところ」の自由回答をまとめると、次のようになります。

回答は 209 人からありました。 

「よいところ」として多く挙げられているのは自然の豊かさ、子育て支援・環境の充実、に関

する点です。 

「改善が必要なところ」として多く挙げられているのは、商業施設の少なさ、働く場所の不足、

交通利便性の悪さ関する点です。 

 

【高島市のよいところ】 

分   類 内   容 
回答者数 

（延べ人数） 

自然環境の豊かさ 空気、水、景色、静かさ、開放感など 39 人 

子育て支援・環境の充実 医療費、保育料、給食費の無償化、補助金など 34 人 

生活の利便性・アクセス 
日用品の買い物、道が混まない、他府県へのアク

セス、図書館の充実など 
11 人 

人のつながり・やさしさ 地域住民の温かさ、交流、人柄の良さ 9 人 

その他 
観光資源、名産品、レジャー/アウトドアの充実、

地域通貨アイカなど 
17 人 

 

【高島市の改善が必要なところ】 

分   類 内   容 
回答者数 

（延べ人数） 

商業施設・働く場所の不足 遊ぶ場所、飲食店、モール、雇用機会など 58 人 

行政・政策への要望・不満 
行政の対応、観光政策、市民の声の反映、情報発

信、高齢化対策など 
47 人 

交通の便・インフラの不備 
湖西線の本数の少なさや運休・遅延、道路渋滞、公

共交通の不足、道路環境、街灯など 
45 人 

子育て支援・施設の更なる

改善 

学童、屋内施設、保育園入園の難しさ、公園の遊

具、学校選択肢など 
27 人 
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●テキストマイニングによる分析 

テキストマイニングとは、アンケートの自由回答などの大量のテキストデータから、隠れたパター

ンや有用な情報を「採掘（mining）」する技術です。 

 

（1） 「高島市のよいところ」の分析 

次頁の図は「共起ネットワーク図」と言われ、若者アンケートの回答者が「高島市のよいところ」

として挙げた自由回答テキストから、どのキーワードがどのキーワードと一緒に出現しやすいか（共

起）を示しています。 

 

① 豊かな自然と生活の調和 

「豊かな自然」は、ノード（円）が最も大きく、高島市の最大の魅力として認識されています。近

くに、「空気」や「水」が「きれい」であるなど、単に自然があるだけでなく、環境の質の高さが評価

されています。 

 

② 子育て・福祉支援の充実 

「子育て・支援」は、子育て世代にとっての直接的なメリットとして評価されています。経済的

負担の軽減として、「医療費」や「保育料」の「無償化」が挙げられ、「助かる」という具体的なメ

リットが示されています。総合的には「子育て」そのものの「充実」や「子育て支援」の「環境」

が良い点として評価されています。 

 

高校生から 39歳までの若者にとって「高島市のよいところ」は、「日々の生活に安らぎと豊かさを

もたらす自然（環境）」と「経済的・精神的な負荷が少なく、安心して子育てができる環境（福祉）」

が認識されています。 
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図表 「高島市のよいところ」の自由回答を基にした 

テキストマイニングによる共起ネットワーク図 
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（2） 「高島市の改善が必要なところ」の分析 

次頁の図（共起ネットワーク図）は、若者アンケートの回答者が「高島市の改善が必要なところ」

として挙げた自由回答テキストから、どのキーワードがどのキーワードと一緒に出現しやすいか（共

起）を示しています。 

 

① 交通・JR湖西線の問題 

「湖西線」、「本数」、「電車」が大きくかつ関係して示されており、交通手段、特にＪＲ湖西線に関

する問題が若者にとって深刻な課題であることを示しています。さらに、「本数」、「少ない」、「止まる」

などが結びついており、運行本数の少なさや遅延・運休の頻度が主要な問題で、増便を強く求められ

ていることを示しています。 

 

② 子育て・子ども関連の環境不足 

「子ども」も大きく示されており、「場所」や「遊べる」、「施設」、「欲しい」、「無い」といったキー

ワードと密接に結びついていることから、子どもが安全に遊べる場所や施設が不足しており、その整

備を強く望んでいることを示しています。 

 

③ 仕事・定住に関する課題 

中央部分に「高島市」を中心に「企業」、「働く」、「仕事」といった項目が並び、「給料」が「低い」

と結びついて、若者の給与水準への不満が示されています。「若者」が「定住」と結びついていること

から、若者の定住を促すためには、仕事や給料といった面の改善が必要であることが示されています。 

 

高島市の若者にとって「改善が必要なところ」は、特に「交通インフラ（ＪＲ湖西線）の利便性向

上」、「子育て・教育・遊べる場所の充実」が高い頻度で挙がっています。次いで、「雇用・給与水準の

改善」となっています。 
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図表 「高島市の改善が必要なところ」の自由回答を基にした 

テキストマイニングによる共起ネットワーク図 
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問 30 こども・若者施策として必要なことは何だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに◯） 

若者施策として最も必要とされているのは、「家族や子育てを支援する施策の充実」（62.1%）、

次いで「教育環境の充実」（57.0%）となっています。また、「若者のキャリアや就労支援の充実」

（46.6%）、「貧困や経済的格差への支援」（44.8%）も半数近くなっており、生活基盤とキャリア形

成に対する支援ニーズが高いことが示されています。 

図表 問 30 こども・若者施策に必要なこと(MA) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 問 30 こども・若者施策に必要なこと(MA)（性別、年齢別） 
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第３章 声をきかれにくいこども調査結果 

I. 調査の概要 

１. 調査の目的 

本調査は、声をきかれにくいこども・若者を取り巻く環境の実態把握を行うためヒアリン

グ調査を行い、こども・若者の意見を反映した事業実施や事業計画における目標を設定する

うえでの基礎資料とするものです。 

 

２. 調査対象 

声をきかれにくいこども（小・中学生） 

 

３. 調査期間 

令和７年８月２５日から令和７年９月１２日 

 

４. 調査方法 

各機関の支援者によるヒアリング 

 

５. 回答数 

回答数は 27 人 

子ども家庭センター、こどもの生活・学習支援事業、第三の居場所事業、教育センタース

マイル等において関わりのあるこどもを対象にヒアリングできる児童にヒアリングした結

果。 

 

６. 調査結果の表示方法 

・ 回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・ 複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見

方になるため、回答比率の合計は基本的に 100.0％を超えます。 

・ 複数回答は MA で表記しています。 

・ クロス集計の場合、無回答を除いているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成す

ることにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 
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II. 調査結果 

①  年齢 

回答者の内訳は、小学生が 66.7%（18 人）、中学生が 33.3%（9 人）となっています。 

 

② 性別 

「男性」が 66.7%、「女性」が 29.6%となっています。 

 

③ あなたは、自分のことがすきですか。 

「自分のことが好き」の回答は 40.7%、「好きではない」は 33.3%となっています。 

 

④ 自分の気持ちをわかってくれる人はいますか。 

自分の気持ちを「わかってくれる人」が「いる」の回答は 74.1%と高くなっています。 

 

⑤ あなたにとっていちばん良いことは何かを考えてくれる人は誰ですか。 

「両親」、「母親」がともに 25.9%で最も多くなっています。 

 

⑥ あなたは、自分の気持ちをきいてくれる人はいますか。 

自分の気持ちを「きいてくれる人」が「いる」と答えた割合は 92.6%と特に高く、個人的な悩

みや気持ちを打ち明ける傾聴の機会は、ほとんどの回答者に確保されていることがわかります。 

 

⑦ あなたの気持ちをきいてくれる人は誰ですか。 

「両親」（25.9%）が最も多く、次いで「友だち」（18.5%）、「母親」（14.8%）となっています。 

 

⑧ あなたは、自分の将来について希望を持っていますか。 

将来に「希望を持っている」は 55.6%となっており、約半数は前向きな姿勢を示しています。

一方で、22.2%は「持っていない」と回答しており、将来に対して希望を持てていないこどもたち

へのケアが必要であることが示されています。 

 

⑨ あなたが悩みを相談するときに大事なことはなんだと思いますか。 

「自分の気持ちを正直に伝えること」（37.0%）が最も多く、次いで「話しやすい場（チャット

など）」（11.1%）、「話を聞いてくれる人がいること」（7.4%）となっています。 
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⑩ あなたがほっとする場所はどこですか。 

「家」（55.6%）が最も多く、次いで「自分の部屋」（25.9%）、「親せきの家」（7.4%）となってい

ます。 

 

⑪ みんなに伝えたいことや知って欲しいことはありますか。 

「ある」の 25.9%に対して「ない」が 59.3%となっています。問の⑥で高い傾聴機会が示されて

いるにもかかわらず、積極的に発信したいという意欲は低い傾向にあります。 

 

⑫ 高島市がこどもが笑顔になれるまちになるために大切なことは何だと思いますか。 

次のような意見があがっています。 

・ 「スマイル」や「みらくる」のような施設を整備する（３件） 

・ いじめのない社会（２件） 

・ みんな思いやりを持ってケンカせず過ごす（２件） 

・ 町が発展すること（２件） 

・ みんなが笑顔で接する 

・ 他の人に思いやりを持つ 
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第４章 声をきかれにくい若者調査結果 

I. 調査の概要 

１. 調査の目的 

本調査は、声をきかれにくいこども・若者を取り巻く環境の実態把握を行うためヒアリン

グ調査を行い、こども・若者の意見を反映した事業実施や事業計画における目標を設定する

うえでの基礎資料とするものです。 

 

２. 調査対象 

声をきかれにくい若者（高校生から３９歳） 

 

３. 調査期間 

令和７年８月２５日から令和７年９月１２日 

 

４. 調査方法 

各機関の支援者によるヒアリング 

 

５. 回答数 

回答数は 12 人 

子ども家庭センター、こどもの生活・学習支援事業、第三の居場所事業等において関わり

のあるこどもを対象にヒアリングできる若者にヒアリングした結果。 

 

６. 調査結果の表示方法 

・ 回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・ 複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見

方になるため、回答比率の合計は基本的に 100.0％を超えます。 

・ 複数回答は MA で表記しています。 

・ クロス集計の場合、無回答を除いているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成す

ることにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 
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II. 調査結果 

① 年齢 

「15～19 歳」（50.0%、６人）が最も多く、次いで「20～24 歳」（25.0%、３人）となっています。 

図表 回答者の年齢構成 

 

 

② 性別 

「男性」が 66.7%、「女性」が 33.3%となっています。 

 

③ 同居家族 

同居家族は、「母」が 75.0%、「父」が 58.3%、「きょうだい」が 50.0%となっています。 

 

④ 就労状況 

就労状況は「働いていない」が 66.7%となっています。 

 

⑤ あなたは、自分のことが好きですか。 

自分のことが「好き」と「好きではない」が、ともに 41.7%となっています。 

 

⑥ あなたは、社会や家族などとの接点をできるだけ持たなかったり、学校に行かなかっ

たことはありますか。また、その期間はどれくらいですか。 

社会や家族との接点を避けた経験や学校に行かなかった経験が「ある」が 58.3%となっていま

す。 

 

⑦ あなたが、社会や家族との接点をできるだけ持たなくなったり、学校に行かなくなっ

たきっかけは何ですか。 

次のような意見がありました。 

・朝起きられなくなった   ・就活がうまくいかなかったこと 

・人が信用できなくなった  ・生活リズムの乱れ 

・友だちに無視される   ・勉強が分からない 

・小学校でいじめにあった  ・面倒になった 

 

回答数 構成比
15～19歳 6 50.0%
20～24歳 3 25.0%
25～29歳 1 8.3%
30～34歳 2 16.7%
35～39歳 0 0.0%

合計 12 100.0%
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⑧ あなたは、生きづらさを感じたことがありますか。 

「生きづらさを感じたことがある」が 66.7%となっています。 

 

⑨ あなたは、どんなときに生きづらさをかんじますか。 

次のような意見がありました。 

・嫌なことをすすんでしないといけないとき 

・人がたくさんいる所にいくとき 

・うまくいかないことが続いたとき 

・できないことを、ただやっていないと勘違いされるとき 

 

⑩ ふだん、どの程度、人と話をしますか（メール、SNS 等含む）。 

次のような意見がありました。 

・毎日（メール、夕食時に家族となど）（５件） 

・家族以外はあまり話さない（２件） 

・ゲーム相手などと２日に１回程度 

・たまに、友達や野球仲間と話す 

 

⑪ あなたは悩みごとなどの「相談（支援）」を受けていますか。 

悩みごとなどの「相談（支援）」を「受けている」は 75.0%と高くなっており、支援ニーズが顕

在化しているとともに、既に何らかの支援機関につながっていることを示しています。 

 

⑫ ⑪で「いいえ」とお答えの方にお聞きします。「相談（支援）」を受けていない理由を

教えてください。 

（回答はなし） 

 

⑬ 悩みや困難を抱えている人にどんなサポートがあればよいと思いますか。 

（いくつでも） 

若者が最も必要としているサポートは、「生活、仕事探しの支援」（66.7%）となっています。次

いで、「様々な体験」（58.3%）、「気軽に相談できる場所」（50.0%）となっています。 

 

⑭ 今後働きたいと思いますか、また、どのような働き方が理想ですか。 

今後「働きたい」は 83.3%と高くなっています。 
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⑮ 理想の働き方のために必要なことは何だと思いますか。 

次のような意見がありました。 

・ある程度のコミュニケーションをとること 

・受入れてくれる企業の理解 

・最初に求められるハードルの低さ 

・静かに一人でする作業のような仕事が増えること 

・生活リズムを整える 

・知識を得ること 

・ネットショッピング 

・無理のないようにする 

 

⑯ みんなに伝えたいことや知って欲しいことはありますか。 

58.3%（7 人）の若者が伝えたいことが「ある」と回答しています。小中学生の層（25.9%）と

比較して、社会に対して自身の困難な状況や思いを発信したいという欲求が非常に高いことが特

徴的です。 

「ある」が 58.3%であり、半数以上が社会に対して自身の困難な状況や思いを発信したいとな

っています。 

 

⑰ 高島市がこども・若者が笑顔になれるまちになるために大切なことは何だと思います

か。 

次のような意見がありました。 

・24 時間の相談窓口やホットライン 

・気軽に相談できる場所があることを知る機会を作ること 

・挑戦できる環境 

・遊ぶところがもっと増えてほしい 

・いじめをなくす 

・イベントを少し増やす 

・いろいろな職種の充実 

・思いやり、助け合い、周りの理解 

・若者が増えていくこと（若者が定住したいと思う施策を実施すること） 

 

 


